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有機化学命名法 ―IUPAC 2013 年勧告および優先 IUPAC 名― 

第 1 版 第 1 刷  正 誤 表 Ⅱ（2021.12.27.） 

              

  

① この正誤表は IUPAC がインターネット上で公開している原著（Nomenclature of Organic 

Chemistry: IUPAC Recommendations and Preferred Names 2013 ） の 正 誤 表

（http://www.sbcs.qmul.ac.uk/iupac/bibliog/BBerrors.html）の 2019 年 6 月から 2021 年 12 月収

載分に基づいて作成しています．2016 年 11 月から 2019 年 5 月収載分については “第 1

版 第 1 刷  正誤表 Ⅰ（2020.8.3）”をご覧下さい．原著の正誤表は随時更新されていますの

で，必要があれば参照して下さい． 

② 「誤」「正」における赤字は，変更箇所です． 

③ この正誤表では英語表記において，化合物名の文節（折返し位置）は考慮せずに表記しまし

た． 

④ 付録 2 については，変更が大幅であったため，別途，正誤表を用意しました．ご希望の方は

東京化学同人営業部宛（TEL: 03-3946-5311，info@tkd-pbl.com）にご連絡ください． 

 

 

                                         

Page xii, 3. 置換命名法 (f), 1 行目   

オキシムは置換命名法により，ヒドロキシルアミンのイリデン誘導体として命

名し，従来の…   

→  オキシムはイミンの N-ヒドロキシ誘導体として体系的に命名し，従来の… 

 

Page xiii, 7. 接頭語 (f), 1 行目      

…とウレイレン ureylene は，PIN では使えない．  

→ …とウレイレン ureylene は，廃止された． 

 

Page xiii, 接頭語 (g), 1 行目                             

2020 年 8 月 3 日付正誤表の再修正                                                 

接頭語グアニジノ guanidino は PIN では使えない．  

→ 接頭語グアニジノ guanidino は PIN では使えないが GIN としては使用でき

る． 

 

Page xiii, 7. 接頭語 (h), 1 行目         

…アミジノ amidino は PIN では使えない．  

→ …アミジノ amidino は廃止された． 
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Page xiv, 9. (b) 鎖状系，1～3 行目          

(b) a(ba)x 型のヘテロ鎖の命名は，b 元素が窒素または炭素の場合には適用しな

い．これは，このような系に存在するアミン特性基は認めず，b 元素として炭

素を除外しなかった 1993 規則(参考文献 2)からの変更である(たとえば P-52.1.3

参照)．  

→ (b) a(ba)x 型のヘテロ鎖の命名は，a または b 元素が炭素の場合には適用し

ない．窒素を含む場合には，アミン特性基を考慮しなければならない．これ

は，1993 規則(参考文献 2)からの変更である(たとえば P-52.1.3 参照)． 

 

Page xvi, 15. エステル，2～3 行目      

…該当する酸のアニオン名の直前に示す．  

→ …該当する酸のアニオン名(P-72.2.2.2 参照)の直前に示す． 

 

Page xvi, 16. アミド，2 行目                                     

多環系においてアミドを置換基とみなす方式は…  

→ 複素環系においてアミドを置換基とみなす方式は…                        

 

Page xix. 用語集, 外縁原子                      

縮合環の外縁部を形成する原子のうち縮合原子でないもの  

→ 縮合環の外縁部を形成する原子                           

 

Page xix, 擬ケトン, 3 行目                                    

(2) 鎖状化合物で，カルボニル基が鎖状のヘテロ原子…    

→  (2) エステルや酸無水物以外の鎖状化合物で，カルボニル基が鎖状のヘテ

ロ原子…                 

 

Page xlvii, 3 行目        

P-76.1 例示と名称 ……… 801                                

を削除する．                      

 

Page 5, P-12.1, 表 1.2, 化学式 6, 名称     

1-エトキシ-2-[2-(メトキシエトキシ)エトキシ]エタン                  

1-ethoxy-2-[2-(methoxyethoxy)ethoxy]ethane   

→ 1-エトキシ-2-[2-(2-メトキシエトキシ)エトキシ]エタン           

1-ethoxy-2-[2-(2-methoxyethoxy)ethoxy]ethane  

 

Page 6, P-12.1, 第 2 パラグラフ, 4 行目                            

1-エトキシ-2-[2-(メトキシエトキシ)エトキシ]エタン                  

1-ethoxy-2-[2-(methoxyethoxy)ethoxy]ethane   
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→ 1-エトキシ-2-[2-(2-メトキシエトキシ)エトキシ]エタン         

1-ethoxy-2-[2-(2-methoxyethoxy)ethoxy]ethane  

 

Page 7, P-12.2                                

2 行目と 3 行目の間に以下の文章を追加する．                    

体系名アルマン alumane, ガラン gallane, インジガン indigane およびタラン

thallane は予備選択名であるが，これらの母体水素化物に基づく有機誘導体の名

称は現段階では PIN となっていない．しかし，それらの名称は一般 IUPAC 名

（P-10 参照）として使用できる．   

 

Page 9, P-13.2.2.2, 例 1                                               

C6H5-C{O,Se}H → C6H5-C{O/Se}H                                                

 

Page 18, P-13.8.1.2, 例                        

oxytocin (PIN) オキシトシン(PIN) → oxytocin オキシトシン 

 

Page 22, P-14.3.1, 6 行目                                     

…(P-22.1.3, P-63.1.1.2 参照)．  

→ …(P-22.1.3, P-63.1.1.2 参照)．接頭語 o-, m-, p-tolyl は現在も GIN として認め

られる(P-29.6.2.3 参照)．置換は認められない． 

 

Page 24, P-14.3.4.4, 2 行目                             

…生じない場合に省略する． 

→ …生じない場合に省略する．位置番号がなくても曖昧さはないが，例外と

して，プロパン-2-オン propan-2-one, ブタン-2-オン butan-2-one, プロパ-2-エン

酸 prop-2-enoic acid, プロパ-2-イン酸 prop-2-ynoic acid では位置番号を省略しな

い． 

 

Page 25, P-14.3.4.4, このページの例 5 の後に以下の例を追加する． 

    

1H-テトラアゾール (PIN) 1H-tetrazole (PIN) 

(1H-1,2,3,4-テトラアゾール 1H-1,2,3,4-tetrazole ではない) 

 

Page 25, P-14.3.4.5, 2～3 行目       

酸，アルコールなどのカルコゲン原子に結合している水素は別にして，…  

→ 酸，アルコールなどのカルコゲン原子およびアルデヒドのホルミル基に結

合している水素は別にして，… 
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Page 25, P-14.3.4.6, 例 2     

(4-クロロトリオキセタン 4-chorotrioxetane ではない)          

→  (4-クロロ-1,2,3-トリオキセタン 4-chloro-1,2,3-trioxetane ではない) 

Page 36, P-14.8.1, 9 行目         

…それらを長いダッシュ（全角ダッシュ）記号（—）またはスペースなしの 2

連ハイフン(--)で結ぶ．  

→ …それらを長いダッシュ（全角ダッシュ）記号（—）で結ぶ． 

 

Page 37, P-14.8.1, 例 3                                                

{[(カルボキシメチル)アザンジイル]ビス(エタン-2,1-ジイルアザンジイル)}二酢

酸—[アザンジイル(メチレン)]ビス(ホスホン酸)—エタン 1,2-ジアミン (1/1/1)  

{[(carboxymethyl)azanediyl]bis(ethane-2,1-diylazanediyl)}diacetic acid—

[azanediylbis(methylene)]bis(phosphonic acid—ethane-1,2-diamine (1/1/1)     

→  2,2′-{[(カルボキシメチル)アザンジイル]ビス(エタン-2,1-ジイルアザンジイ

ル)}二酢酸—[アザンジイル(メチレン)]ビス(ホスホン酸)—エタン-1,2-ジアミン 

(1/1/1)    

2,2′-{[(carboxymethyl)azanediyl]bis(ethane-2,1-diylazanediyl)}diacetic acid—

[azanediylbis(methylene)]bis(phosphonic acid—ethane-1,2-diamine (1/1/1)  

 

N,N′-{[(カルボキシメチル)アザンジイル]ジエタン-2,1-ジイル}ジグリシン—[イ

ミノビス(メチレン)]ビス(ホスホン酸)—エタン-1,2-ジアミン(1/1/1)                            

N,N′-{[(carboxymethyl)azanediyl]diethane-2,1-diyl}diglycine—

[azanediylbis(methylene)]bis(phosphonic acid)—ethane-1,2-diamine (1/1/1)   

→  N-{[(カルボキシメチル)アザンジイル]エチル}-N,N′-(エタン-2,1-ジイル)ジグ

リシン—[アザンジイルビス(メチレン)]ビス(ホスホン酸)—エタン-1,2-ジアミン

(1/1/1)    

N-{[(carboxymethyl)azanediyl]ethyl}-N,N′-(ethane-2,1-diyl)diglycine—

[azanediylbis(methylene)]bis(phosphonic acid)—ethane-1,2-diamine (1/1/1) 

 

Page 39, P-14.8.2, 5 行目          

…長いダッシュ（全角ダッシュ）記号（—）または 2 連ハイフン(--)によって

結合して示す．  

→ …長いダッシュ（全角ダッシュ）記号（—）によって結合して示す． 

 

Page 46, P-15.1.8, 9 行目        

P-15.1.8.2  2b 型  強制接頭語となる置換基に限られる置換基  

→ P-15.1.8.2  2b 型 強制接頭語(P-59.1.9, 表 5.1 参照)となる置換基に限られ

る置換基 

 



5 

 

Page 47, P-15.1.8.2.1.2, 例 2  

N-フェニル亜硝酸アミド (PIN) N-phenylnitrous amide (PIN)   

→ フェニル亜硝酸アミド (PIN) phenylnitrous amide (PIN)    

 

(N-ニトロソアニリン N-nitrosoaniline ではない)   

→ N-ニトロソアニリン N-nitrosoaniline 

 

Page 48, P-15.1.8.2.2, このページの 3 行目        

…とその Se と Te の誘導体．  

→ …とその Se と Te の誘導体(P-59.1.9, 表 5.1 参照)．        

 

Page 50, P-15.2.2, 例 3                                       

N-プロピリデンヒドロキシルアミン(PIN) N-propylidenehydroxylamine (PIN)  

→ N-プロピリデンヒドロキシルアミン N-propylidenehydroxylamine  

 

N-ヒドロキシプロパン-1-イミン(PIN) N-hydroxypropan-1-imine (PIN)       

を追加する． 

 

Page 52, P-15.3.1.2.1.1, 例 1                                          

メタンジイル methanediyl  →  (メタンジイル methanediyl ではない) 

 

Page 55, P-15.3.1.2.2.4, 例 5                                   

構造式の差し替え   

  

                              

Page 55, P-15.3.1.2.2.4, 例 6                                   

構造式の差し替え 

     

 

Page 55, P-15.3.1.2.2.4, 例 7    

構造式の差し替え 

    

 

オキシジプロパン-1-イル-3-イリデン(優先接頭語) oxydipropan-1-yl-3-ylidene (優

先接頭語)   

→ オキシジ(プロパン-3-イル-1-イリデン) (優先接頭語) oxydi(propan-3-yl-1-

ylidene) (優先接頭語)  
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Page 56, P-15.3.1.2.2.4, このページの例 1    

構造式の差し替え 

     

 

Page 56, P-15.3.2.1, 3 行目      

…すなわち官能化母体水素化物(P-15.1.2.3 参照)は括弧で囲み，…         

→ …すなわち官能化母体水素化物(P-15.1.2.3 参照)が位置番号をもつときは

それを括弧で囲み，… 

 

Page 57, P-15.3.2.1, このページの最後の例     

1,1′,1′′,1′′′-[オキシジ(ピリダジン-4,3,5-トリイル)]テトラメタノール(PIN) 

1,1′,1′′,1′′′-[oxydi(pyridazine-4,3,5-triyl)]tetramethanol (PIN)    

→ [オキシジ(ピリダジン-4,3,5-トリイル)]テトラメタノール(PIN)  

[oxydi(pyridazine-4,3,5-triyl)]tetramethanol (PIN)   

 

構造式の差し替え  

 
 

Page 58, P-15.3.2.1, このページの例 1     

1,1′,1′′,1′′′-[オキシジ(ピリダジン-5,3,4-トリイル)]テトラメタノール(PIN) 

1,1′,1′′,1′′′-[oxydi(pyridazine-5,3,4-triyl)]tetramethanol (PIN)   

→ [オキシジ(ピリダジン-5,3,4-トリイル)]テトラメタノール(PIN)  

[oxydi(pyridazine-5,3,4-triyl)]tetramethanol (PIN)   

 

構造式の差し替え 

   

 

Page 78, P-16.2.5 (c), 例 2                                    

(ペンタン-2-イリデン)ヒドロキシルアミン(PIN)                     

(pentan-2-ylidene)hydroxylamine (PIN)   

→ (ペンタン-2-イリデン)ヒドロキシルアミン  



7 

 

(pentan-2-ylidene)hydroxylamine  

 

N-ヒドロキシペンタン-2-イミン (PIN)  N-hydroxypentan-2-imine (PIN)      

を追加する． 

 

Page 80, P-16.3.4 (d), 例 4                                    

テトラ(デカン)酸(優先接尾)  tetra(decanoic acid) (優先接尾)   

→  テトラ(デカン)酸  tetra(decanoic acid)    

                                                                    

Page 80, P-16.3.5 (b), 例 2     

ビス(ジチオ酸)(予備接尾) bis(dithioic acid) (予備接尾) (P-651.5.1 参照，ジジチ

オ酸 didithioic acid ではない)    

→ ビス(ジチオ酸)(優先接尾) bis(dithioic acid) (優先接尾) (二つの ‒CSSH 接

尾語を表す．P-65.1.5.1 参照，ジジチオ酸 didithioic acid ではない) 

 

Page 84, P-16.5.1.3                                            

1～3 行目および例を以下のように修正する． 

P-16.5.1.3  単純置換基を表す接頭語が位置番号を伴う場合は丸括弧で囲む． 

 

P-16.5.1.3.1   単核の母体水素化物に二つ以上の接頭語がつくときは，最初にく

る接頭語は位置番号を伴わない限り丸括弧で囲まない．それ以降の接頭語は単

純置換基であってもそれぞれを丸括弧で囲む．単純置換基が di, tri のような倍

数接頭語を伴う場合，倍数接頭語は丸括弧の外に置く．  

 

例： 

P-16.5.1.3, 例 1 (新設 P-16.5.1.3.1 の例 1)   

ブチル(エチル)メチル(プロピル)シラン butyl(ethyl)methyl(propyl)silane (PIN)   

→ ブチル(エチル)(メチル)(プロピル)シラン(PIN)   

butyl(ethyl)(methyl)(propyl)silane (PIN) 

 

P-16.5.1.3, 例 3 (新設 P-16.5.1.3.1 の例 3)  

エチル(メチル)プロピルホスファン(PIN)PINethyl(methyl)propylphosphane (PIN) 

→  エチル(メチル)(プロピル)ホスファン(PIN)PIN 

ethyl(methyl)(propyl)phosphane(PIN) 

 

P-16.5.1.3, 例 4 (新設 P-16.5.1.3.1 の例 4) 2 番目の名称  

エチル(イソプロピル)メチルホスファン ethyl(isopropyl)methylphosphane  

→  エチル(イソプロピル)(メチル)ホスファン  

ethyl(isopropyl)(methyl)phosphane    
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Page 85, P-16.5.1.3, このページの例 2 (新設 P-16.5.1.3.1, このページの例 2)    

エチルジ(イソプロピル)シラン ethyldi(isopropyl)silane           

を追加する． 

 

上記の新設 P-16.5.1.3.1, このページの例 2 の後に以下の 3 例および P-16.5.1.3.2

を追加する． 

  
エチル(メチル)(プロピル)シランカルボン酸(PIN) 

ethyl(methyl)(propyl)silanecarboxylic acid (PIN) 

 

   
メチル(フェニル)ホスフィン酸(PIN) methyl(phenyl)phosphinic acid (PIN) 

 

  
シクロプロピル(フェニル)メタノール(PIN) cyclopropyl(phenyl)methanol (PIN) 

 

P-16.5.1.3.2 

母体化合物に置換可能な位置が一つしかない場合は，単純置換基が複数あっても位

置番号は必要ない．ただし，2番目以降の単純置換基は括弧で囲む必要がある（P-

16.5.1.3.1 参照）．酢酸のような場合には，アルキル基で置換することは酢酸とは異な

った母体化合物を生じることになるので認められない．類縁化合物で置換可能な位置

が増える場合（例えば，アセトアミド）は置換位置を示す必要がある． 

例：  

  

ブロモ(ニトロ)(フェニル)酢酸 (PIN)  bromo(nitro)(phenyl)acetic acid (PIN) 
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エチル(メチル)プロパン二酸ジエチル (PIN)                     

diethyl ethyl(methyl)propanedioate (PIN) 

 

  

ブロモ(クロロ)酢酸 (PIN)   bromo(chloro)acetic acid (PIN) 

 

  

シクロプロピル(フルオロ)アセトニトリル(PIN) cyclopropyl(fluoro)acetonitrile 

(PIN) 

 

Page 86, P-16.5.2.1, 4 行目                        

構成成分名も囲む．  

→ 構成成分名も囲む．これらの括弧は重複括弧の順位には影響を及ぼさな

い． 

 

Page 89, P-16.6.1, 例 2                                 

p-ジニトロソベンゼン p-dinitrosobenzene                              

1,4-ジニトロソベンゼン 1,4- dinitrosobenzene                            

を削除する．                               

 

Page 94, P-16.9.5 (a), 例 1     

ピリド[1′′,2′′:1,2′]イミダゾ[4′,5′:5,6]ピラゾ[2,3-b]フェナジン(PIN) 

pyrido[1′′,2′′:1,2′]imidazo[4′,5′:5,6]pyrazino[2,3-b]phenazine (PIN)   

→ ピリド[1′′,2′′:1′,2′]イミダゾ[4′,5′:5,6]ピラゾ[2,3-b]フェナジン(PIN) 

pyrido[1′′,2′′:1′,2′]imidazo[4′,5′:5,6]pyrazino[2,3-b]phenazine (PIN)   

 

Page 94, P-16.9.5 (c)                                            

ナフト[2′,1′:2,3]-5α-アンドロスタン（PIN） naphtho[2′,1′:2,3]-5α-androstane 

（PIN） (P-101.5.1.1)   

→ ナフト[2′,1′:2,3]-5α-アンドロスタン naphtho[2′,1′:2,3]-5α-androstane  (P-

101.5.1.1)  

 

https://www.qmul.ac.uk/sbcs/iupac/BlueBook/P10.html#101050101
https://www.qmul.ac.uk/sbcs/iupac/BlueBook/P10.html#101050101
https://www.qmul.ac.uk/sbcs/iupac/BlueBook/P10.html#101050101
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Page 95, P-20, 8 行目                                         

また，たとえば，スピロ[1,3-ジオキソラン-2,1′-[1H]インデン] spiro[1,3-

dioxolane-2,1′-[1H]indene]のように   

→ また，たとえば，1′H-スピロ[1,3-ジオキソラン-2,1′-インデン]  1′H-

spiro[[1,3]dioxolane-2,1′-indene]のように 

 

Page 99, P-21.2.3.1, このページの 1 行目      

…アミン官能基優先順位が高いので，アミンの名称が優先する(P-62 参照)．  

→ …アミン官能基優先順位が高いので，アミンの名称を用いなければならな

い(P-62 参照)．        

 

Page 99, P-21.2.3.1, 例 6                        

N,N′-アザンジイルビス(アルサンジイル)ビス(アルサンアミン) (予備名) N,N′-

azandiylbis(azanediyl)bis(arsanamine) (予備名)                  

[テトラアルサザン tetraarsazane ではない]                     

を削除する．                              

 

Page 107, P-21.2.2.1.6 の後に以下を追加する．                   

P-22.2.2.1.7, 位置番号の省略                      

ヘテロ原子が一つしか存在しない Hantzsch-Widman母体名ではすべての位置番号

を省略する．位置番号を省いても曖昧さが生じない場合も同様である．  

 

例： 

    

チエピン(PIN) thiepine (PIN) 

(1-チエピン 1-thiepine ではない) 

 

  

1H-テトラアゾール (PIN) 1H-tetrazole (PIN) 

(1H-1,2,3,4-テトラアゾール 1H-1,2,3,4-tetrazole ではない) 

 

Page 109, P-22.2.5, 例 1                                        

ペンタゾリジン → ペンタアゾリジン  
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ペンタゾラン pentazolane                         

を削除する． 

 

Page 133, P-24.5.3, このページの例 1, 注記, 2 行目                     

使っている(P-16.5.2.2 参照)．  

→ 使っている(P-16.5.2.2 参照)．最初の構成成分の名称に角括弧を使用するの

は参考文献 8の SP-4 からの変更である． 

 

Page 133, P-24.5.3, このページの例 2, 注記, 2 行目              

使っている(P-16.5.2.2 参照)．  

→ 使っている(P-16.5.2.2 参照)．最初の構成成分の名称に角括弧を使用するの

は参考文献 8の SP-4 からの変更である． 

 

Page 134, P-24.6.1, 例    

[(III)のジスピロ[ビシクロ[3.2.1]オクタン…octane-3,2′:6,2′′-bis([1,3]dioxolane)]で

もない(P-24.7.1 参照)].  

→ [(III)のジスピロ[ビシクロ[3.2.1]オクタン…octane-3,2′:6,2′′-

bis([1,3]dioxolane)]でもない(P-24.4.2 参照)]. 

 

Page 134, P-24.6.1, 例, 注記, 2 行目                          

使っている(P-16.5.2.2 参照)．  

→ 使っている(P-16.5.2.2 参照)．最初の構成成分の名称に角括弧を使用するの

は参考文献 8の SP-4 からの変更である． 

 

Page 135, P-24.7.2, 例(1), 注記, 2 行目                          

使っている(P-16.5.2.2 参照)．  

→ 使っている(P-16.5.2.2 参照)．最初の構成成分の名称に角括弧を使用するの

は参考文献 8の SP-4 からの変更である． 

 

Page 135, P-24.7.2, 例(3)                                      

構造式の差し替え                  

 

 

   正            誤 
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136 ページの最初の 6 行に記載の名称を以下のように修正し，説明を追加す

る． 

3H-トリスピロ[[1,4]ベンゾジオキシン-2,1′-シクロヘプタン-3′,1′′:5′,1′′′-ビス(シク

ロペンタン)] (I) (PIN) 3H-trispiro[[1,4]benzodioxine-2,1′-cycloheptane-3′,1′′:5′,1′′′- 

bis(cyclopentane)] (I) (PIN) 

{(II)の 3H-トリスピロ[[1,4]ベンゾジオキシン-2,1′-シクロヘプタン-4′,1′′:6′,1′′′-ビ

ス(シクロペンタン)] 3H-trispiro[[1,4]benzodioxine-2,1′-cycloheptane-4′,1′′:6′,1′′′-

bis(cyclopentane)] ではない}   

説明：初めに記載する構成成分はアルファベット順で最も早い 1,4-benzodioxine

であり，それが中央のシクロヘプタン環の位置番号 1′を決める．(I)のスピロ縮

合の位置番号の組合わせ 1′,3′,5′は(II)の 1′,4′,6′より低い． 

 

Page 137, P-24.7.4.1, 例 2        

1λ5,3λ5,5λ5,7λ5-テトラスピロ[テトラスピロ[2,4,6,8,9,10-ヘキサチア-1,3,5,7-テト

ラホスファアダマンタン-1,2′:3,2′′:5,2′′′:7,2′′′ ′-テトラキス([1,3,2]オキサチアホス

フェタン)]- 4′,7′′′ ′′:4′′,7′′′ ′′′: 4′′′,7′′′ ′′′ ′:4′′′ ′,7′′′ ′′′ ′′-テトラキス(ピラノ[2,3-c]アクリ

ジン)] (PIN)  

1λ5,3λ5,5λ5,7λ5-tetraspiro[tetraspiro[2,4,6,8,9,10-hexathia-1,3,5,7-

tetraphosphaadamantane-1,2′:3,2′′:5,2′′′:7,2′′′ ′-tetrakis([1,3,2]oxathiaphosphetane)]- 

4′,7′′′ ′′:4′′,7′′′ ′′′: 4′′′,7′′′ ′′′ ′:4′′′ ′,7′′′ ′′′ ′′-tetrakis(pyrano[2,3-c]acridine)] (PIN) （参考文

献 8 の SP-6.4.1 参照） 

→ 1λ5,3λ5,5λ5,7λ5-テトラスピロ{テトラスピロ[2,4,6,8,9,10-ヘキサチア-1,3,5,7-テ

トラホスファアダマンタン-1,2′:3,2′′:5,2′′′:7,2′′′ ′-テトラキス([1,3,2]オキサチアホ

スフェタン)]- 4′,7′′′ ′′:4′′,7′′′ ′′′: 4′′′,7′′′ ′′′ ′:4′′′ ′,7′′′ ′′′ ′′-テトラキス(ピラノ[2,3-c]アク

リジン)} (PIN) （参考文献 8 の SP-6.4.1 参照） 

1λ5,3λ5,5λ5,7λ5-tetraspiro{tetraspiro[2,4,6,8,9,10-hexathia-1,3,5,7-

tetraphosphaadamantane-1,2′:3,2′′:5,2′′′:7,2′′′ ′-tetrakis([1,3,2]oxathiaphosphetane)]- 

4′,7′′′ ′′:4′′,7′′′ ′′′: 4′′′,7′′′ ′′′ ′:4′′′ ′,7′′′ ′′′ ′′-tetrakis(pyrano[2,3-c]acridine)} (PIN) 

 

オクタスピロ{2,4,6,8,9,10-ヘキサチア-1,3,5,7-テトラホスファトリシクロ 

[3.3.1.13,7]デカン-1,2′λ5:3,2′′λ5:5,2′′′λ5:7,2′′′′λ5-テトラキス[1,3,2]オキサチアホスフ

ェタン-4′,7′′′′′:4′′,7′′′′′′:4′′′,7′′′′′′′:4′′′′,7′′′′′′′′-テトラキス[7H]ピラノ[2,3-c]アクリジン}   

(CAS 索引名. プライム記号は 3個ごとに分離されていない) 

octaspiro{2,4,6,8,9,10-hexathia-1,3,5,7-tetraphosphatricyclo[3.3.1.13,7]decane-

1,2′λ5:3,2′′λ5:5,2′′′λ5:7,2′′′′λ5-tetrakis[1,3,2]oxathiaphosphetane-

4′,7′′′′′:4′′,7′′′′′′:4′′′,7′′′′′′′:4′′′′,7′′′′′′′′-tetrakis[7H]pyrano[2,3-c]acridine} (CAS 索引名.

… )      

→  オクタスピロ[2,4,6,8,9,10-ヘキサチア-1,3,5,7-テトラホスファトリシクロ 

[3.3.1.13,7]デカン-1,2′λ5:3,2′′λ5:5,2′′′λ5:7,2′′′′λ5-テトラキス[1,3,2]オキサチアホスフ
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ェタン-4′,7′′′′′:4′′,7′′′′′′:4′′′,7′′′′′′′:4′′′′,7′′′′′′′′-テトラキス[7H]ピラノ[2,3-c]アクリジン] 

(CAS 索引名. プライム記号は 3個ごとに分離されていない) 

octaspiro[2,4,6,8,9,10-hexathia-1,3,5,7-tetraphosphatricyclo[3.3.1.13,7]decane-

1,2′λ5:3,2′′λ5:5,2′′′λ5:7,2′′′′λ5-tetrakis[1,3,2]oxathiaphosphetane-

4′,7′′′′′:4′′,7′′′′′′:4′′′,7′′′′′′′:4′′′′,7′′′′′′′′-tetrakis[7H]pyrano[2,3-c]acridine] (CAS 索引名.

… ) 

 

Page 141, P-24.8.4.1, 例 1, 注記, 2 行目                  

使っている(P-16.5.2.2 参照)．  

→ 使っている(P-16.5.2.2 参照)．最初の構成成分の名称に角括弧を使用するの

は参考文献 8 の SP-4 からの変更である． 

 

Page 141, P-24.8.4.1, 例 2, 注記 2, 2 行目                  

使っている(P-16.5.2.2 参照)．  

→ 使っている(P-16.5.2.2 参照)．最初の構成成分の名称に角括弧を使用するの

は参考文献 8 の SP-4 からの変更である． 

 

Page 141, P-24.8.4.1, 例 3, 注記, 2 行目                  

使っている(P-16.5.2.2 参照)．  

→ 使っている(P-16.5.2.2 参照)．最初の構成成分の名称に角括弧を使用するの

は参考文献 8 の SP-4 からの変更である． 

 

Page 141, P-24.8.4.2, 例 1, 注記, 2 行目                  

使っている(P-16.5.2.2 参照)．  

→  使っている(P-16.5.2.2 参照)．最初の構成成分の名称に角括弧を使用するの

は参考文献 8 の SP-4 からの変更である． 

 

Page 143, P-25.0, 4～5 行目                       

外縁原子（P-25.3.1.1.4 参照）が占める位置以外の外縁部分を外縁縮合位 angular 

position とよぶ．  

→ 二つ以上の環に共有される原子を縮合原子 fusion atom とよぶ．                                                        

 

Page 152, P-25.2.2.4, 1～3 行目     

キノリン quinoline やシンノリン cinnoline のように表 2・8 に保存名として掲載

されているもの以外で，員数が五以上の複素単環にベンゼン環が縮合した化合

物（ベンゾ複素環）は，ヘテロ原子の…  

→ 縮合環系を命名するのに必要な構成成分として，単独のベンゼン環（キノ

リン quinoline やアントラセン antheracene のような慣用名をもった成分中のも

のは除く)が五員環以上の複素単環とオルト縮合している場合は，二つの成分

をまとめて一つの構成成分（ベンゾ複素環）として扱う．ベンゾ複素環はヘテ
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ロ原子の…．ベンゾ複素環を用いる際の命名法と条件については P-25.3.5 で述

べる． 

 

Page 154, P-25.3.1.1.4                                       

外縁原子 peripheral atom. 縮合環系の外縁部を形成する原子のうち縮合原子でな

いもの.  

→  外縁原子 peripheral atom. 縮合環系の外縁部を形成する原子. 

 

Page 158, P-25.3.2.2.2, 例 5        

（PIN の 1,4,8,11-オキサトリアザシクロテトラデシン 1,4,8,11-

oxatriazacyclotetradecine から）  

→ （1,4,8,11-オキサトリアザシクロテトラデシン 1,4,8,11-

oxatriazacyclotetradecine から．P-25.2.2.1.2, P-25.3.2.1.2 参照） 

 

Page 158, P-25.3.2.3.1, 3～4 行目    

...水平に並ぶように描く. この並び方は，... 

→ ... 水平に並ぶように描く. その化合物が以下に示されていないひずんだ環

を必要とする場合は，P-25.3.2.2 を参照のこと． 

Page 159, P-25.3.2.3.2   

現行の P-25.3.2.3.2 を P-25.3.2.3.3 に修正し，以下の新しい P-25.3.2.3.2 を追加す

る.                                 

P-25.3.2.3.2 ひずんだ環形 

化合物が P-25.3.2.3.1 に示した環形のみを使って描けない場合は,ひずんだ環形

が必要となる．そのひずんだ環形はできるだけ小さくしなければならない． 

 

 

 

ではない 

推奨環形のみ使用   ひずんだ環形 

 

 

 

ではない 
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推奨環形のみ使用 

(七員環が左側の環と縮合していない      

ことを示すために結合角が狭まって    

いびつに描かれることはひずみとみ 

なさない)      

  

ひずんだ七員環 

 

 

 

歪んだ４員環   歪んだ６員環 

 

Page 162, P-25.3.2.4 (j), 例    

構造式の差し替え 

     

 

ジシクロペンタ[de,no]テトラフェン (PIN)  dicyclopenta[de,no]tetraphene (PIN) 

→ アセフェナントリレノ[5,4-k]アセアントリレン (PIN) acephenanthryleno[5,4-

k]aceanthrylene (PIN) 

 

Page 165, P-25.3.3.1.2 (c) 例 2     

3つの構造式をそれぞれ以下のものに差し替える．  

     

 

Page 165, P-25.3.3.1.2 (d) 例                                               

[1,3]ジアゼト[1,2-a:3,4-a′]ジベンゾイミダゾール (PIN) 

[1,3]diazeto[1,2-a:3,4-a′]dibenzimidazole (PIN)      

→  [1,3]ジアゼト[1,2-a:3,4-a′]ジベンゾイミダゾール  

 [1,3]diazeto[1,2-a:3,4-a′]dibenzimidazole 
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[1,3]ジアゼト[1,2-a:3,4-a′]ビス([1,3]ベンゾイミダゾール) (PIN)  [1,3]diazeto[1,2-

a:3,4-a′]bis([1,3]benzimidazole) (PIN)                      

を追加する． 

 

Page 184, P-25.4.2.1.5, 5 行目      

…完成した橋かけ縮合環の名称の前に置く(P-25.4.3.4.1 参照)．  

→ …完成した橋かけ縮合環の名称の前に置く(P-25.7.1 参照)． 

 

Page 187, P-25.4.3.2.1, 例 3              

6,9-エピオキシ-1,4-メタノベンゾシクロオクテン 6,9-epoxy-1,4-

methanobenzocyclooctene                                    

を削除する． 

 

Page 188, P-25.4.3.2.2, 例 1       

2H-3,5-(エピオキシメタノ)フロ[3,4-b]ピラン(PIN)  

2H-3,5-(epoxymethano)furo[3,4-b]pyran (PIN)    

(7H-3,5-(エピオキシメタノ)フロ[2,3-c]ピラン   

7H-3,5-(epoxymethano)furo[2,3-c]pyran ではない) 

→ 2H-3,5-(エピオキシメタノ)フロ[3,4-b]ピラン(PIN)  

2H-3,5-(epoxymethano)furo[3,4-b]pyran (PIN) (I)  

(7H-3,5-(エピオキシメタノ)フロ[2,3-c]ピラン   

7H-3,5-(epoxymethano)furo[2,3-c]pyran (II)ではない)  

[優先環系については P-25.4.3.4.2 (d)参照]  

 

構造式の差し替え 

     

 

Page 188, P-25.4.3.2.2, 例 2                                  

7H-5,3-(エピオキシメタノ)フロ[2,3-c]ピラン(PIN)                            

7H-5,3-(epoxymethano)furo[2,3-c]pyran (PIN)    

→ 7H-5,3-(エピオキシメタノ)フロ[2,3-c]ピラン(PIN)                           

7H-5,3-(epoxymethano)furo[2,3-c]pyran (PIN) (I)   

(4H-6,1-(エピオキシメタノ)フロ[3,4-c]ピラン   

4H-6,1-(epoxymethano)furo[3,4-c]pyran (II)ではない)  

[優先環系については P-25.4.3.4.2 (d)参照] 
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構造式の差し替え 

     

 

Page 191, P-25.4.3.4.2 (e), 例 2     

[(II)の 7,5,13-(エピオキシエピメタントリイル)ベンゾ[4,5]シクロヘプタ[1,2-f] [2]

ベンゾピラン  7,5,13-(epoxyepimethanetriyl)benzo[4,5]cyclohepta[1,2-

f][2]benzopyran ではない．  

→ [(II)の 7,5,13-(エピオキシメタントリイル)ベンゾ[4,5]シクロヘプタ[1,2-f] [2]

ベンゾピラン 7,5,13-(epoxymethanetriyl)benzo[4,5]cyclohepta[1,2-f]isochromene 

(II) ではない． 

 

Page 192, P-25.4.3.4.2 (i), 例     

構造式を以下のものに入れ替える．  

     

 

5,14-(メテノ)-2,3,4-(エピプロパ[2]エン[1,3]ジイル[1]イリデン)ジシクロペンタ

[f,f′]ペンタレノ[1,2-a:6,5-a′]ジペンタレン (PIN)  5,14-(metheno)-2,3,4-

(epiprop[2]ene[1,3]diyl[1]ylidene)dicyclopenta[f,f′]pentaleno[1,2-a:6,5-a′]dipentalene 

(PIN)    

→ 14,5-(メテノ)- 3,2,4-(エピプロパ[2]エン[1,3]ジイル[1]イリデン)ジシクロペン

タ[f,f′]ペンタレノ[1,2-a:6,5-a′]ジペンタレン (PIN)  14,5-(metheno)-3,2,4-
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(epiprop[2]en[1,3]diyl[1]ylidene)dicyclopenta[f,f′]pentaleno[1,2-a:6,5-a′]dipentalene 

(PIN)  

 

[メテノ基の単結合が環系の小さい位置番号の箇所に結合する（P-25.4.3.2.2 参

照）]   

→  [独立橋の位置番号の組 3,2,4 が最も小さい．メテノ橋の単結合の接合部の

位置番号を先に書く] 

 

[5,14-(メテノ)-2,4,3-(エピプロパ[2]エン[1,3]ジイル[1]イリデン)ジシクロペンタ

[f,f′]ペンタレノ[1,2-a:6,5-a′]ジペンタレン 5,14-(metheno)-2,4,3-

(epiprop[2]ene[1,3]diyl[1]ylidene)dicyclopenta[f,f′]pentaleno[1,2-a:6,5-a′]dipentalene

ではない．独立橋の位置番号 2,3,4 は 2,4,3 より小さい]  

→  [5,14-(メテノ)-3,4,2-(エピプロパ[1]イル[1,3]ジイリデン)ジシクロペンタ

[f,f′]ペンタレノ[1,2-a:6,5-a′]ジペンタレン 5,14-(metheno)-3,4,2-

(epipropan[1]yl[1,3]diylidene)dicyclopenta[f,f′]]pentaleno[1,2-a:6,5-a′]dipentalene で

はない．14,5-(メテノ)-4,2,3-(エピプロパ[2]エン[1,3]ジイル[1]イリデン)ジシクロ

ペンタ[f,f′]ペンタレノ[1,2-a:6,5-a′]ジペンタレン 14,5-(metheno)-4,2,3-

(epiprop[2]en[1,3]diyl[1]ylidene)dicyclopenta[f,f′]]pentaleno[1,2-a:6,5-a′]dipentalene

でもない． 

 

[14,5-(メテノ)-2,3,4-(エピプロパ[2] エン[1,3]ジイル[1]イリデン)ジシクロペンタ

[f,f′]ペンタレノ[1,2-a:6,5-a′]ジペンタレン 14,5-(metheno)-2,3,4-

(epiprop[2]ene[1,3]diyl[1]ylidene)dicyclopenta[f,f′]pentaleno[1,2-a:6,5-a′]dipentalene

ではない．  

→ 5,14-(メテノ)-4,3,2-(エピプロパ[1]イル[1,3]ジイリデン)ジシクロペンタ[f,f′]ペ

ンタレノ[1,2-a:6,5-a′]ジペンタレン  5,14-(metheno)-4,3,2-

(epipropan[1]yl[1,3]diylidene)dicyclopenta[f,f′]]pentaleno[1,2-a:6,5-a′]dipentalene で

もない．  

 

[独立橋の位置番号 5,14 は 14,5 より小さい]  

→ [独立橋の位置番号 3,2,4 は 3,4,2, 4,2,3 や 4,3,2 より小さい] 

 

Page 194, P-25.4.5.2, 例 1    

構造式の差し替え 
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Page 197, P-25.6, 例 1    

7λ4-[1,2]ジチオロ[1,5-b][1,2]ジチオール (PIN)  7λ4-[1,2]dithiolo[1,5-

b][1,2]dithiole (PIN)   

→ 7λ4-[1,2]ジチオロ[5,1-e][1,2]ジチオール (PIN)  7λ4-[1,2]dithiolo[5,1-

e][1,2]dithiole (PIN)  

 

Page 201, P-25.8.1                                         

構造式に次の名称を追加する．                     

10H-フェノオキサアジン 10H-phenoxazine   

 

Page 201, P-25.8.1, 注記 3, 2 行目       

…キノリジン quinolizine はキノリン quinoline，イソキノリン isoquinoline に優

先し，インドリジン indolizine はインドール indole およびイソインドール

isoindole に優先し，インダセン類 indacene はビフェニレン biphenylene に優先す

る． 

→  …quinolizine キノリジンはキノリン quinoline，イソキノリン isoquinoline に

優先し，インドリジン indolizine はインドール indole およびイソインドール

isoindole に優先する．                                                         

 

Page 204, P-25.8.2, 6 行目                          

(5) CAS で使われている優先順位では，インダセン類がビフェニレンに優先す

る．                                 

を追加する．   

 

Page 214, P-26.4.2.2, 例 1                                    

下記の注記を追加する．                        

注記：3 番目の再現環の名称に角括弧を使用しているのは参考文献 5 の PhI-3.2

からの変更である． 

 

Page 219, P-26.5.1, 例 2                                     

下記の注記を追加する．                        

注記：最初の再現環の名称に角括弧を使用しているのは参考文献 5 の PhI-4.2

からの変更である． 

 

Page 224, P-27.2.2, 2 行目                        

および[70-D5h]フラーレンと略称する）は，…  

→ および[70]フラーレンと略称する）は，…  
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Page 235, P-28.2.2, 例 2     

2,2′-ビ(ビシクロ[2.2.1]ヘプタン-2-イリデン) (PIN)                  

2,2′-bi(bicyclo[2.2.1]heptan-2-ylidene) (PIN)   

→ 2,2′-ビ(ビシクロ[2.2.1]ヘプタンイリデン) (PIN)                     

2,2′-bi(bicyclo[2.2.1]heptanylidene) (PIN)  

 

Page 235, P-28.2.3, 囲み 2 行目                      

従来の方法からの変更である．  

→ 従来の方法からの変更である(参考文献 1, 2)． 

 

Page 242, P-29.1.2, 例 2                                      

クロロカルボニル(優先接頭) chlorocarbonyl(優先接頭)   

→  カルボノクロリドイル(優先接頭) carbonochloridoyl(優先接頭)               

 

Page 244, P-29.3.1, 例 10                                    

アルマニル alumanyl  →  アルマニル(予備接頭) alumanyl(予備接頭) 

 

Page 244, P-29.3.1, 例 11                                    

アルマニリデン alumanylidene   

→  アルマニリデン(予備接頭) alumanylidene (予備接頭) 

 

Page 253, P-29.6.2.2, 例 5                                    

(4-メチルフェニル)ジフェニルメチル(優先接頭)   

(4-methylphenyl)diphenylmethyl(優先接頭)   

→  (4-メチルフェニル)ジ(フェニル)メチル(優先接頭)   

(4-methylphenyl)di(phenyl)methyl(優先接頭)           

 

Page 266, P-31.1.5.2.1, 例 6      

2′′,7-ジオキサ-2,3′:7′,7′′-ジスピロテル[ビシクロ[4.1.0]ヘキサン]-4′′-エン(PIN)  

2′′,7-dioxa-2,3′:7′,7′′-dispiroter[bicyclo[4.1.0]hexan]-4′′-ene (PIN)   

→ 2′′,7-ジオキサ-2,3′:7′,7′′-ジスピロテル[ビシクロ[4.1.0]ヘプタン]-4′′-エン 

(PIN)  

2′′,7-dioxa-2,3′:7′,7′′-dispiroter[bicyclo[4.1.0]heptan]-4′′-ene (PIN) 

 

5′′,7-ジオキサ-2,3′:7′,7′′-ジスピロテル[ビシクロ[4.1.0]ヘキサン]-2′′-エン 5′′,7-

dioxa-2,3′:7′,7′′-dispiroter[bicyclo[4.1.0]hexan]-2′′-ene ではない．  

→ 5′′,7-ジオキサ-2,3′:7′,7′′-ジスピロテル[ビシクロ[4.1.0]ヘプタン]-2′′-エン  

5′′,7-dioxa-2,3′:7′,7′′-dispiroter[bicyclo[4.1.0]heptan]-2′′-ene ではない．  
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Page 267, P-31.1.6.1, 例 2       

1(1,3)-ベンゼナ-9(1,3)-シクロヘキサナシクロヘキサデカファン-91(96),93(94)-ジエ

ン (PIN)  1(1,3)-benzena-9(1,3)-cyclohexanacyclohexadecaphane-91(96),93(94)-diene 

(PIN)   

→  1(1,3)-ベンゼナ-9(1,3)-シクロヘキサナシクロヘキサデカファン-91(96),93-

ジエン (PIN)  1(1,3)-benzena-9(1,3)-cyclohexanacyclohexadecaphane-91(96),93-

diene (PIN) 

 

Page 271, P-31.2.3.2, 最後の例      

(P-12.2; P-22.2.2.1.5 参照)  → (P-12.2; P-22.2.2.1.5.2, P-22.2.5 参照) 

 

ペンタアゾラン pentazolane                                  

を削除する． 

 

Page 271, P-31.2.3.3 および P-31.2.3.3.1, タイトル      

P-31.2.3.3.1 部分的に飽和したマンキュード化合物の保存名  

→ P-31.2.3.3.1 部分的に飽和した多環マンキュード化合物の保存名 

 

Page 273, P-31.2.3.3.3, 例 2     

4,5-ジヒドロ-3H-スピロ[1-ベンゾフラン-2,1′-シクロヘキサン]-2′-エン (PIN)  

4,5-dihydro-3H-spiro[1-benzofuran-2,1′-cyclohexan]-2′-ene (PIN)   

→ 4,5-ジヒドロ-3H-スピロ[[1]ベンゾフラン-2,1′-シクロヘキサン]-2′-エン 

(PIN)  4,5-dihydro-3H-spiro[[1]benzofuran-2,1′-cyclohexan]-2′-ene (PIN) 

 

Page 274, P-31.2.3.3.5.1, 例 4       

[1-(11,21,31,41,51,61, 21,22,23, 24, 25,26-ドデカヒドロ[11,21:24,31-テルフェニル]-14-イ

ル)-4-[11,21-ビ(シクロヘキサン)-4-イル]ベンゼン                         

1-(11,21,31,41,51,61, 21,22,23, 24, 25,26-dodecahydro [11,21:24,31-terphenyl]-14-yl)-4-

[11,21-bi(cyclohexan)-4-yl]benzene (置換名)ではない]   

→  [1-(21,22,23,24,25,26,31,32,33,34,35,36-ドデカヒドロ[11,21:24,31-テルフェニル]-

14-イル)-4-([1,1′-ビ(シクロヘキサン)]-イル)ベンゼン                      

1-(21,22,23,24,25,26,31,32,33,34,35,36-dodecahydro[11,21:24,31-terphenyl]-14-yl)-4-([1,1′-

bi(cyclohexan)]-4-yl)benzene (置換名)ではない] 

 

Page 278, P-32.1.3, 例 1                                      

構造式の位置番号の 7 と 8 を入れ替える．                             

 

Page 285, P-33.2.2 (7) 1～3 行目                                   

‒OH 基でさらに置換された‒NH2 基および=NH 基をもつ語尾は，PIN では…N-

ヒドロキシ誘導体として命名する．  
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→ ‒OH 基でさらに置換された‒NH2 基および=NH 基をもつ語尾は，次の二つ

の方法で命名する．                              

(1) アミドおよびイミド酸の N-ヒドロキシ誘導体として命名する．         

(2) カルボン酸の体系的名称の語尾‘-oic acid’または‘-carboxylic acid’をそれぞれ 

‘-hydroxamic acid’,‘-carbohydroxamic acid’および‘-hydroximic acid’,‘-

carbohydroximic acid’に変えるか，酸の保存名の語尾‘-oic acid’を‘-hydroxamic 

acid’および‘-hydroximic acid’に変える．発音上の理由で‘h’と先行する子音の間

に‘o’を加える．                            

方法(1)による名称が PIN となる． 

 

Page 285, P-33.2.2 (7) 例 2                                            

プロパンヒドロキサム酸 propanehydroxamic acid   

→ プロパノヒドロキサム酸 propanohydroxamic acid 

 

Page 285, P-33.2.2 (7) 例 4                                    

プロパンヒドロキシム酸 propanehydroximic acid   

→ プロパノヒドロキシム酸 propanohydroximic acid 

 

Page 286, P-33.3, 例 6    

メタンアミニウムイル (優先接頭) methanamimiumyl (優先接頭)   

→ メタンアミニウムイル (PIN) methanamimiumyl (PIN) 

 

構造式の差し替え 

    

 

Page 287, P-34.1.1.2, 例     

オキサルアルデヒド(PIN)  oxaldehyde (PIN) (P-66.6.1.2 参照)         

エタンジアール ethanedial                                     

グリオキサール glyoxal (P-66.6.1.2 参照)     

→ エタンジアール(PIN)  ethanedial (PIN)                                    

グリオキサール glyoxal  

 

Page 288, P-34.1.2, 13 番目の名称    

オキサルアルデヒド oxaldehyde (PIN) (置換不可,P-66.6.1.2 参照)          

エタンジアール ethanedial   グリオキサール glyoxal (P-66.6.1.2 参照)     

を削除する. 

 

Page 290, P-34.2.1.3, 10 番目の名称                      

(P-66.4.1.2.1.3 参照 グアニジノ guanidino ではない)  
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→ グアニジノ guanidino (P-66.4.1.2.1.3 参照)   

 

Page 298, P-41, 例 2         

(トリメチルアザニウムイル)アセタート (PIN)  (trimethylazaniumyl)acetate (PIN)  

→ (N,N-ジメチルメタンアミニウムイル)アセタート (PIN)   

(N,N-dimethylmethanaminiumyl)acetate (PIN) 

 

Page 299, P-41, このページの例 1     

(トリスルファニル)シラン (trisulfanyl)silane  

→ トリスルファニルシラン  trisulfanylsilane 

 

Page 313, P-44.1.2.1, 例 8    

tert-ブチル(ジメチル)(オキシラン-2-イルメトキシ)シラン (PIN)         

tert-butyl(dimethyl)(oxiran-2-ylmethoxy)silane (PIN)    

→ tert-ブチルジ(メチル)(オキシラニルメトキシ)シラン (PIN)             

tert-butyldi(methyl)(oxiranylmethoxy)silane (PIN) 

 

Page 315, P-44.1.2.2, 最後の例の(1)       

2-ヒドラジノ-4,5-ジヒドロ-1H-イミダゾール   

2-hydrazino-4,5-dihydro-1H-imidazole   

→ 2-ジアザニル-4,5-ジヒドロ-1H-イミダゾール  

2-diazanyl-4,5-dihydro-1H-imidazole 

 

Page 330, P-44.2.2.2.4.9, 右の構造式（II）とその名称   

(II) 6,16-メタノ-10,13-ペンタノナフト[2,3-c][1]ベンゾアゾシン(PIN)                         

6,16-methano-10,13-pentanonaphtho[2,3-c][1]benzazocine (PIN) 

→ (II) 13,18-メタノ-6,10-ペンタノナフト[2,3-c][1]ベンゾアゾシン(PIN)              

13,18-methano-6,10-pentanonaphtho[2,3-c][1]benzazocine (PIN)   

 

構造式の差し替え  

     

 

Page 331, P-44.2.2.2.4.10, 例    

(I) 6,17-メタノ-10,13-ペンタノナフト[2,3-c][1]ベンゾアゾシン(PIN)        

6,17-methano-10,13-hexanonaphtho[2,3-c][1]benzazocine (PIN)   

→ (I) 13,18-メタノ-6,10-ペンタノナフト[2,3-c][1]ベンゾアゾシン(PIN)       

13,18-methano-6,10-hexanonaphtho[2,3-c][1]benzazocine (PIN)  
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(II) 6,16-エタノ-10,13-ペンタノナフト[2,3-c][1]ベンゾアゾシン(PIN)        

6,16-ethano-10,13-pentanonaphtha[2,3-c][1]benzazocine (PIN)   

→ (II) 13,18-エタノ-6,10-ヘキサノナフト[2,3-c][1]ベンゾアゾシン(PIN)     

13,18-ethano-6,10-hexanonaphtha[2,3-c][1]benzazocine (PIN)             

 

[(I)では従属橋は原子 1個（位置番号 21）で，(II)の原子 2 個（位置番号 20 お

よび 21）より少ない]    

→ [(I)では従属橋は原子 1個（位置番号 22）で，(II)の原子 2 個（位置番号 21

および 22）より少ない]    

                                                                     

構造式の差し替え 

     

 

Page 331, P-44.2.2.2.4.12, 例     

(I) 6,16-メタノ-9,13-ペンタノナフト[2,3-c][1]ベンゾアゾシン(PIN)         

6,16-methano-9,13-pentanonaphtho[2,3-c][1]benzazocine (PIN)    

→ (I) 13,18-メタノ-6,9-ペンタノナフト[2,3-c][1]ベンゾアゾシン(PIN)        

13,18-methano-6,9-pentanonaphtho[2,3-c][1]benzazocine (PIN)            

 

(II) 6,16-メタノ-10,13-ペンタノナフト[2,3-c][1]ベンゾアゾシン(PIN)        

6,16-methano-10,13-pentanonaphtho[2,3-c][1]benzazocine (PIN)    

→ (II) 13,18-メタノ-6,10-ペンタノナフト[2,3-c][1]ベンゾアゾシン(PIN)       

13,18-methano-6,10-pentanonaphtho[2,3-c][1]benzazocine (PIN)  

 

[(I)の独立橋の位置番号の組合わせ 9,13 は(II)の位置番号の組合わせ 10,13 より

小さい  

→ (I)の独立橋の位置番号の組合わせ 6,9 は(II)の位置番号の組合わせ 6,10 よ

り小さい]  

 

構造式の差し替え  

     

 

Page 332, P-44.2.2.2.4.13, 例      

(I) 6,15-エタノ-10,13-ペンタノナフト[2,3-c][1]ベンゾアゾシン(PIN)       

6,15-ethano-10,13-pentanonaphtho[2,3-c][1]benzazocine (PIN)  
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→ (I) 13,17-メタノ-6,10-ペンタノナフト[2,3-c][1]ベンゾアゾシン(PIN)      

13,17-methano-6,10-pentanonaphtho[2,3-c][1]benzazocine (PIN)  

                                                 

(II) 6,16-エタノ-10,13-ペンタノナフト[2,3-c][1]ベンゾアゾシン(PIN)      

6,16-ethano-10,13-pentanonaphtho[2,3-c][1]benzazocine (PIN)  

→ (II) 13,18-メタノ-6,10-ペンタノナフト[2,3-c][1]ベンゾアゾシン(PIN)     

13,18-methano-6,10-pentanonaphtho[2,3-c][1]benzazocine (PIN)  

 

[(I)の従属橋の位置番号の組合わせ 6,15 は(II)の位置番号の組合わせ 6,16 より

小さい]    

→ [(I)の従属橋の位置番号の組合わせ 13,17 は(II)の位置番号の組合わせ 13,18

より小さい]    

 

構造式の差し替え  

     

 

Page 336, P-44.2.2.2.6.4, 例 2                                  

[ピリジン再現環の位置番号の組合わせ…]   

→ [ピリジナ再現環の位置番号の組合わせ…] 

 

Page 336, P-44.2.2.2.6.6, 例の説明      

…再現環の位置番号の組合わせ 1,7,9,3,5 は 1,9,7,3,5 より小さい]   

→  …再現環の位置番号の組合わせ 1,7,9,3,5,11 は 1,9,7,3,5,11 より小さい] 

 

Page 338, P-44.2.2.2.7, 例の説明                                

[上記の PIN はファン命名法の基準(P-52.2.5)に合致している]   

→ [上記の PIN はファン命名法の基準(P-52.2.5.1)に合致している]   

 

Page 343, P-44.4.1.2, 例(2)        

[二重結合 2 個は二重結合 1 個に優先する]   

→  [二重結合 2 個は二重結合 1 個と三重結合 1個に優先する] 

 

Page 344, P-44.4.1.3.1, 例(1)        

1,3λ6-チアオキソラン (PIN)  1,3λ6-thioxolane (PIN)   

→ 1,3λ6-オキサチオラン(PIN)  1,3λ6-oxathiolane (PIN) 

 

1,3λ4-チアオキソラン (PIN)  1,3λ4-thioxolane (PIN)   

→ 1,3λ4-オキサチオラン(PIN)  1,3λ4-oxathiolane (PIN) 



26 

 

 

Page 353, P-44.4.1.11.3, 例 2                                  

[81Br]CH2-CH2-CH2-CH2-CH3  → [14C]H3-CH2-CH2-CH2-CH3  

 

1-[81Br]ブロモペンタン(PIN) 1-[81Br]bromopentane (PIN)   

→ [1-14C]ペンタン(PIN)  [1-14C]pentane (PIN)  

 

1-[79Br]ブロモペンタン(PIN) 1-[79Br]bromopentane (PIN)   

→ [1-13C]ペンタン(PIN)  [1-13C]pentane (PIN) 

[81Br は 79Br に優先する]  →  [14C は 13C に優先する]  

 

Page 354, P-44.4.1.12.1, 例(2)       

(2Z)-ブタ-2-エン酸 (PIN)  (2Z)-but-2-enoic acid (PIN)   

→  (2Z)-2-メチルブタ-2-エン酸 (PIN)  (2Z)-2-methylbut-2-enoic acid (PIN) 

 

(2E)-ブタ-2-エン酸 (PIN)  (2E)-but-2-enoic acid (PIN)   

→  (2E)-2-メチルブタ-2-エン酸 (PIN)  (2E)-2-methylbut-2-enoic acid (PIN) 

 

Page 356, P-45, 5 行目,右のタイトル      

P-45.4 同位体標識に関連する基準   

→ P-45.4 置換基の同位体標識に関連する基準 

 

Page 356, P-45.1.1, 3 行目                                            

倍数命名法によって PIN をつくる(P-51.3 参照)．  

→ 倍数命名法によって PIN をつくる(P-51.3.1 参照)． 

 

Page 359, P-45.2.1, 例(8)                         

P-45.2.3 へ移動し，それ以後の例の番号を繰り上げる．                            

 

[3-エチル-6-(2-メチルブチル)-5-プロピルデカン 3-ethyl-6-(2-methylbutyl)-5-

propyldecane ではない．PIN の母体構造は…複合置換基 1 個)]   

→  [6-ブチル-3-エチル-8-メチル-5-プロピルデカン 6-butyl-3-ethyl-8-methyl-5-

propyldecane ではない．両者とも置換位置の組合わせは 3,5,6,8 であるが，PIN

での順番 5,8,3,6 は 6,3,8,5 より小さい]   

 

Page 359, P-45.2.1, 例(10)                         

P-45.2.2 へ移動し，それ以後の例の番号を繰り上げる．  
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[3-クロロ-5-(4-ヒドロキシペンタン-2-イル)-4-メチルノナン-2,8-ジオール 3-

chloro-5-(4-hydroxypentan-2-yl)-4-methylnonane-2,8-diol ではない．PIN の母体鎖

は…複合置換基 1 個)]   

→ [7-クロロ-5-(3-ヒドロキシブチル)-4,6-ジメチルノナン-2,8-ジオール 7-

chloro-5-(3-hydroxybutyl)-4,6-dimethylnonane-2,8-diol ではない．PIN の置換位置

の組合わせ 3,4,5,6 は 4,5,6,7 より小さい]   

 

Page 361, P-45.2.2, 例(5)                          

以下の修正をした後に P-45.2.3 へ移動し，それ以後の例の番号を繰り上げ

る．                                                    

[1-エチル-7-[(5-エチル-8-プロピルナフタレン-2-イル)セラニル]-4-プロピルナフ

タレン 1-ethyl-7-[(5-ethyl-8-propylnaphthalen-2-yl)selenyl]-4-propylnaphthalene で

はない．PIN における位置番号の組合わせ 1,4,6 は 1,4,7 より小さい]   

→ [4-エチル-6-[(5-エチル-8-プロピルナフタレン-2-イル)セラニル]-1-プロピル

ナフタレン 4-ethyl-6-[(5-ethyl-8-propylnaphthalen-2-yl)selanyl]-1-

propylnaphthalene ではない．両者とも置換位置の組合わせは 1,4,6 であるが，

PIN での順番 1,6,4 は 4,6,1 より小さい]   

 

Page 361, P-45.2.2, 例(10)                        

以下の修正をした後に P-45.2.3 へ移動し，それ以後の例の番号を繰り上げる．                                        

[1,6-ジブロモ-3-(1-ブロモ-2-クロロエチル)-6-クロロ-2-ヨードヘキサン 1,6-

dibromo-3-(1-bromo-2-chloroethyl)-6-chloro-2-iodohexane ではない．PIN における

位置番号の組合わせ 1,1,4,5,6 は 1,2,3,6,6 より小さい]   

→  [1,6-ジブロモ-4-(1-ブロモ-2-クロロエチル)-1-クロロ-5-ヨードヘキサン 1,6-

dibromo-4-(1-bromo-2-chloroethyl)-1-chloro-5-iodohexane ではない．両者とも置換

位置の組合わせは 1,1,4,5,6 であるが，PIN での順番 1,5,4,1,6 は 1,6,4,1,5 より小

さい]   

 

Page 366, P-45.2.3, 例(11)       

3-[2-ブロモ-1-(λ5-ホスファニル)プロピル]-5-クロロ-4-(λ5-ホスファニル)]ヘキサ

ン酸 (PIN)   

3-[2-bromo-1-(λ5-phosphanyl)propyl]-5-chloro-4-(λ5-phosphnyl)]hexanoic acid (PIN)   

→  3-[2-ブロモ-1-(λ5-ホスファニル)プロピル]-5-クロロ-4-(λ5-ホスファニル)ヘ

キサン酸 (PIN)   

3-[2-bromo-1-(λ5-phosphanyl)propyl]-5-chloro-4-(λ5-phosphnyl)hexanoic acid (PIN) 

 

Page 367, P-45.3.1, 1 行目                                           

PIN は接頭語として表示する結合数の…  

→ PIN は接頭語として表示されかつ母体構造に直結する結合数の…                            
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Page 367, P-45.3.1, 例 2  

4-(2λ5-ジホスファン-1-イル)-2-[2-(ジホスファン-1-イル)エチル]ブタンニトリル 

(PIN) 4-(2λ5-diphosphan-1-yl)-2-[2-(diphosphan-1-yl)ethyl]butanenitrile (PIN)  

→ 4-(2λ5-ジホスファン-1-イル)-2-（2-ジホスファニルエチル)ブタンニトリル

(PIN)  4-(2λ5-diphosphan-1-yl)-2-(2-diphosphanylethyl)butanenitrile (PIN) 

 

[4-(ジホスファン-1-イル)-2-[2-(2λ5-ジホスファン-1-イル)エチル]ブタンニトリル  

[4-(diphosphan-1-yl)-2-[2-(2λ5-diphosphan-1-yl)ethyl]butanenitrileではない]  

→ [4-ジホスファニル-2-[2-(2λ5-ジホスファン-1-イル)エチル]ブタンニトリル 

4-diphosphanyl-2-[2-(2λ5-diphosphan-1-yl)ethyl]butanenitrileではない] 

 

Page 367, P-45.3.2, 例                                       

現在記載の例を二つとも削除し，構造式，名称，説明の全てを下記の例と入れ

替える．        

                                      

 

5-(1λ5-ジホスファン-1-イル)-2-[3-(2λ5-ジホスファン-1-イル)プロピル]ペンタン

酸 (PIN)  5-(1λ5-diphospan-1-yl)-2-[3-(2λ5-diphospan-1-yl)propyl]pentanoic acid 

(PIN) 

[5-(2λ5-ジホスファン-1-イル)-2-[3-(1λ5-ジホスファン-1-イル)プロピル]ペンタン

酸 5-(2λ5-diphospan-1-yl)-2-[3-(1λ5-diphospan-1-yl)propyl]pentanoic acid ではない]  

                                   

説明: PIN における非標準結合数をもつ置換基の位置番号 1λ5 は，誤った名称

における非標準結合数をもつ置換基の位置番号 2λ5 より小さい． 

 

Page 368, P-45.4, タイトル                                       

同位体標識に関連する基準  → 置換基の同位体標識に関連する基準        

 

Page 368, P-45.4.1, P-45.4.2, P-45.4.3                               

この 3 つの項については，文章，例とも全て削除する．  

 

Page 368, P-45.4.4                                               

P-45.4.4  PIN は同位体修飾された置換基がより小さい位置番号をもつ優先母体

構造に基づく．  

→ P-45.4.1  PIN は同位体修飾された置換基がより小さい位置番号をもつ優

先母体構造に基づく． 
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Page 368, P-45.4.1 (以前の P-45.4.4), 例                                   

記載の例を削除し，構造式，名称，説明の全てを以下の新しい例と入れ替え

る． 

     

2-ブロモ-1-{[2-(81Br)ブロモペンチル]オキシ}ペンタン(PIN)  2-bromo-1-{[2-

(81Br)bromopentyl]oxy}pentane (PIN) 

[2-(81Br)ブロモ-1-{[2-ブロモペンチル]オキシ}ペンタン 2-(81Br)bromo-1-[(2-

bromopentyl)oxy]pentane ではない]  

                                                    

PIN における同位体修飾置換基の位置番号 1 は 2 より小さい．  

 

Page 369, P-45.4.5                                               

P-45.4.5  PIN はより大きな原子番号をもつ核種が最小の位置番号をもつ優先母

体構造に基づく．  

→ P-45.4.2  PIN はより大きな原子番号をもつ核種が最小の位置番号をもつ

優先母体構造に基づく． 

 

Page 369, P-45.4.2 (以前の P-45.4.5), 例                                  

記載の例を削除し，構造式，名称，説明の全てを以下の新しい例と入れ替え

る． 

     

2-[(13C)メチルオキシ]-N-{2-[メチル(18O)オキシ]エチル}エタン-1-アミン(PIN)  

2-[(13C)methyloxy]-N-{2-[methyl(18O)oxy]ethyl}ethan-1-amine (PIN) 

[2-[メチル(18O)オキシ]-N-{2-[(13C)メチルオキシ]エチル}エタン-1-アミン   

2-[methyl(18O)oxy]-N-{2-[(13C)methyloxy]ethyl}ethan-1-amine ではない]  

                                                                                                       

18O > 13C; PIN における 18O で修飾された置換基の位置番号 N は 2 より小さい． 

 

Page 369, P-45.4.6                                               

P-45.4.6  PIN はより大きな質量数をもつ核種が最小の位置番号をもつ母体構造

に基づく．  

→ P-45.4.3  PIN はより大きな質量数をもつ核種が最小の位置番号をもつ母

体構造に基づく． 

 

Page 369, P-45.4.3 (以前の P-45.4.6), 例         

記載の例を削除し，構造式，名称，説明の全てを以下の新しい例と入れ替え

る． 
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4-([2-13C]エチル)-2-[2-([2-14C]エチル)ペンチル]ヘプタン-1-オール(PIN)          

4-([2-13C]ethyl)-2-[2-([2-14C]ethyl)pentyl]heptan-1-ol (PIN)  

{4-([2-14C]エチル)-2-[2-([2-13C]エチル)ペンチル]ヘプタン-1-オール         

4-([2-14C]ethyl)-2-[2-([2-13C]ethyl)pentyl]heptan-1-ol ではない} 

                                                                                                       

14C > 13C; PIN における 14C で修飾された置換基の位置番号 2 は 4 より小さい． 

 

Page 369, P-45.5, 1 行目                                      

P-45.5.1 P-45.2 から P-45.4 の基準で結論が…  

→ P-45.2 から P-45.4 の基準で結論が… 

 

Page 370, P-45.5, 例(2)                                       

現行の例を削除し，以下の新しい例を入れる． 

 

2-ブロモ-4-クロロ-N-(2,4-ジブロモフェニル)アニリン(PIN) 2-bromo-4-chloro-N-

(2,4-dibromophenyl)aniline (PIN)    

[2,4-ジブロモ-N-(2-ブロモ-4-クロロフェニル)アニリン 2,4-dibromo-N-(2-bromo-

4-chlorophenyl)aniline ではない． 

PIN の bromo は dibromo よりアルファベット順で前である]              

 

Page 370, P-45.5, 例(3)                                       

現行の例を削除し以下の新しい例を入れる． 

 

13-ブロモ-14-クロロ-2-(3,4-ジブロモナフタレン-2-イル)-1(2)-ナフタレナ-

3,5(1,4),7(1)-トリベンゼナヘプタファン (PIN) 
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13-bromo-14-chloro-2-(3,4-dibromonaphthalen-2-yl)-1(2)-naphthalena-3,5(1,4),7(1)-

tribenzenaheptaphane (PIN) 

[13,14-ジブロモ-2-(3-ブロモ-4-クロロナフタレン-2-イル)-1(2)-ナフタレナ-

3,5(1,4),7(1)-トリベンゼナヘプタファン 

13,14-dibromo-2-(3-bromo-4-chloronaphthalen-2-yl)-1(2)-naphthalena-3,5(1,4),7(1)- 

tribenzenaheptaphane ではない． 

PIN の bromo は dibromo よりアルファベット順で前である]   

 

Page 370, P-45.5, 例(4), 名称の下の説明                                

どちらの名称でも，最小位置番号の…は決まらない．しかし，  を削除する．                             

 

Page 370, P-45.5, 例(5)                                              

構造式，名称，説明の全てを削除する． 

 

Page 370, P-45.5, 例(6)                         

(6) → (5) 

名称の下にある説明の                           

どちらの名称でも，最小位置番号の…は決まらない．しかし，  を削除する．                             

 

Page 371, P-45.5.2                                         

この項全体（文章，例ともに）を削除する． 

 

Page 371, P-45.6.2, 2 行目   

P-44.4.1.10 参照)は立体配置に依存しない．                         

→ P-44.4.1.12 参照)は立体配置に依存しない．    

 

Page 373, P-45.6.2, 例 3 の 2 番目の化合物の説明, 最下行   

bis‒‒chloroethyl‒‒ chloroethyl は…前にある]   

→  1,2,4 は 4,2,1 より上位である(P-45.2.3 参照)]                           

 

Page 373, P-45.6.4    

説明，例の全てを削除する． 

 

Page 381, P-46.1.13, 例 1 の右側     

1-(ブロモエチル)-2-クロロプロピル 1-(bromoethyl)-2-chloropropyl ではない．  

→ 1-(1-ブロモエチル)-2-クロロプロピル 1-(1-bromoethyl)-2-chloropropyl ではな

い． 

 

Page 382, P-46.3.1, 例 2     

左の構造式に(2)，右の構造式に(1)を付け，以下の名称を追加する． 
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(2) [(2Z,4R,5E)-4-メチルヘプタ-2,5-ジエン-4-イル]シリン(PIN)  [(2Z,4R,5E)-4-

methylhepta-2,5-dien-4-yl]siline (PIN)                                    

(1) {(1R,2Z)-1-[(1E)-プロパ-1-エン-1-イル]-1-メチルブタ-2-エン-1-イル}シリン  

{(1R,2Z)-1-[(1E)-prop-1-en-1-yl]-1-methylbut-2-en-1-yl}siline  

 

Page 382, P-46.3.2, 例 2                                       

左の構造式に(2)，右の構造式に(1)を付け，以下の名称を追加する． 

(2) [(2R,5s,8S)-2,8-ジクロロ-5-メチルノナン-5-イル]トリメチルシラン 

(PIN)   [(2R,5s,8S)-2,8-dichloro-5-methylnonan-5-yl]trimethylsilane 

(PIN)                                                    

(1) {(1s,4R)-4-クロロ-1-[(3S)-3-クロロブチル]-1-メチルペンチル}トリメチルシラ

ン {(1s,4R)-4-chloro-1-[(3S)-3-chlorobutyl]-1-methylpentyl}trimethylsilane  

 

Page 384, P-51.1.1, 例       

1,2-ジ(プロパン-2-イリデン)ヒドラジン (PIN)  1,2-di(propan-2-ylidene)hydrazine 

(PIN)   

→ ジ(プロパン-2-イリデン)ヒドラジン (PIN)  di(propan-2-ylidene)hydrazine 

(PIN) 

 

Page 385, p-51.1.5, 例        

2-[2-(カルボキシメトキシ)エトシキ]酢酸  2-[2-(carboxymethoxy)ethoxy]acetic 

acid (置換名)   

→ [2-(カルボキシメトキシ)エトシキ]酢酸  [2-(carboxymethoxy)ethoxy]acetic 

acid (置換名) 

 

Page 385, P-51.2.1, 例 1（アミンオキシド）       

(N,N-ジメチルメタンアミニウムイル)オキシダニド   

(N,N-dimethylmethanaminiumyl)oxidanide                                      

を追加する． 

 

Page 385, P-51.2.1, 例 2（イミンオキシド）      

(N-クロロメタンイミニウムイル)オキシダニド   

(N-chloromethaniminiumyl)oxidanide                                         

を追加する．                              

 

Page 386, P-51.2.2, 例 3      

1,2-ジ(プロパン-2-イリデン)ヒドラジン (PIN)  1,2-di(propan-2-ylidene)hydrazine 

(PIN)   

→ ジ(プロパン-2-イリデン)ヒドラジン (PIN)  di(propan-2-ylidene)hydrazine 

(PIN) 
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Page 386, P-51.2.2, 例 4      

N-プロピリデンヒドロキシルアミン(PIN) N-propylidenehydroxylamine (PIN)  

→ N-プロピリデンヒドロキシルアミン N-propylidenehydroxylamine  

 

N-ヒドロキシプロパン-1-イミン(PIN) N-hydroxypropan-1-imine (PIN)       

を追加する． 

 

Page 387, P-51.3.1, 例 2      

構造式の位置番号の修正：位置番号 1, 1′を COOH 基の付くシクロヘキサン環の

炭素上に移動する． 

 

Page 390, P-51.3.2.2, 例 1     

1,1′-オキシビス(3-フェノキシベンゼン) 1,1′-oxybis(3-phenoxybenzene) (倍数名)  

→ 1,1′-[オキシビス(3,1-フェニレンオキシ)]ジベンゼン                        

1,1′-[oxybis(3,1-phenyleneoxy)]dibenzene (倍数名)  

 

[1,1′-オキシビス(3,1-フェニレンオキシ)ジベンゼン  1,1′-oxybis(3,1-

phenyleneoxy)dibenzene (倍数名)ではない]                         

を削除する． 

 

Page 392, P-51.4.1.2, 例 3   

3,6,9,12-テトラオキサテトラデカン-1,14-二酸 (PIN)   

3,6,9,12-tetraoxatetradecane-1,14-dioic acid (PIN)  

→  3,6,9,12-テトラオキサテトラデカン二酸 (PIN)  

3,6,9,12-tetraoxatetradecanedioic acid (PIN)                                                            

 

Page 395, P-51.4.2.1, このページの例 1    

1,1-ジクロリド-2,3,4,5-テトラメチルプラチノール   

1,1-dichlorido-2,3,4,5-tetramethylplatinole   

→ 1,1-ジクロロ-2,3,4,5-テトラメチルプラチノール  

1,1-dichloro-2,3,4,5-tetramethylplatinole  

 

1,1-ジクロリド-2,3,4,5-テトラメチル-1-プラチナシクロペンタ-2,4-ジエン   

1,1-dichlorido-2,3,4,5-tetramethyl-1-platinacyclopenta-2,4-diene  

→ 1,1-ジクロロ-2,3,4,5-テトラメチル-1-プラチナシクロペンタ-2,4-ジエン  

1,1-dichloro-2,3,4,5-tetramethyl-1-platinacyclopenta-2,4-diene 
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Page 395, P-51.4.2.4, 例    

構造式の入れ替え 

     

1,3a1,4,9-テトラアザフェナレン(PIN) 1,3a1,4,9-tetraazaphenylene (PIN)   

→ 1,3a1,4-トリアザフェナレン(PIN) 1,3a1,4-triazaphenylene (PIN)  

 (1,4,9b-triazaphenalene ではない; P-25.3.3.3 参照)                    

を追加する．  

 

Page 397, P-52.1.3, 1 行目      

交互に結合する ab 原子団からなり，“b”が炭素でも窒素でもない不均一な鎖状

母体水素化物…  

→ 交互に結合する ab 原子団からなり，炭素もハロゲンも含まない不均一な

鎖状母体水素化物… 

 

Page 398, P-52.1.5.1, 例 1      

ペンタアゾラン pentazolane                                  

を削除する． 

 

Page 398, P-52.1.5.1, 例 3                                                  

構造式の位置番号の誤り．                                    

位置番号 6 および 9 をそれぞれ反時計回りに一つ先の Si 上にずらす．      

 

Page 399, P-52.1.7, 例 1       

 

構造式の位置番号を上記のように修正する． 

1H,5H-オクタアルサペンタレン 1H,5H-octaarsapentalene  

→ 1H,4H-オクタアルサペンタレン  1H,4H-octaarsapentalene (位置番号を構造

式に示す) 

 

Page 399, P-52.1.7, 例 2    
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構造式の位置番号を上記のように修正する． 

 

1,3,4a,6,8-ペンタアザ-2,4,5,7,8a-ペンタボラナフタレン  

1,3,4a,6,8-pentaaza-2,4,5,7,8a-pentaboranaphthalene   

→ 1,3,4a,6,8-ペンタアザ-2,4,5,7,8a-ペンタボラナフタレン  

1,3,4a,6,8-pentaaza-2,4,5,7,8a-pentaboranaphthalene (位置番号を構造式に示す)                               

 

Page 401, P-52.2.4.1, 1 行目      

…少なくとも 2個の五員環をもつ化合物が対象となる． 

→ …少なくとも 2 個の五員環以上の大きな環をもつ化合物が対象となる． 

 

Page 409, P-52.2.6.2, 例 1                                    

(I) シクロペンタ[cd]ジ-as-インダセノ[3,4,5,6-fghij:3′4′5′6′-lmnoa]フルオランテン 

(PIN)  cyclopenta[cd]di-as-indaceno[3,4,5,6-fghij:3′4′5′6′-lmnoa]fluoranthene (PIN) 

→   (I) シクロペンタ[cd]ジ-as-インダセノ[3,4,5,6-fghij:3′,4′,5′,6′-lmnoa]フルオ

ランテン(PIN) cyclopenta[cd]di-as-indaceno[3,4,5,6-fghij:3′,4′,5′,6′-

lmnoa]fluoranthene (PIN) 

 

Page 409, P-52.2.6.2, 例 2     

[(II)のビス(ベンゾ[1,8]-as-インダセノ[3,4,5,6-fghij:3′4′5′6′-lmnoa])シクロペンタ

[cd]フルオランテン  bis(benzo[1,8]-as-indaceno[3,4,5,6-fghij:3′4′5′6′-

lmnoa])cyclopenta[cd]fluoranthene ではない]   

→ [(II)のビス(ベンゾ[1,8]-as-インダセノ[3,4,5,6-fghij:3′,4′,5′,6′-lmnoa])シクロペ

ンタ[cd]フルオランテン  bis(benzo[1,8]-as-indaceno[3,4,5,6-fghij:3′,4′,5′,6′-

lmnoa])cyclopenta[cd]fluoranthene ではない] 

 

Page 409, P-52.2.6.2, 例 2 の説明       

…13 個の環を含むため，PIN はノルフラーレン名である．  

→ …13 個の環を含むため，PIN は体系的橋かけ縮合環名である． 

 

Page 410, P-52.2.6.2, 例 4   

[(II)の 16H-1,13,18-(エピエテン[1,2]ジイル[1]イリデン)-2,11,12-エピプロプ[1]エ

ン[1,3]ジイル[3]イリデン)アセフェナントリレノ[4,3-bc]トリシクロペンタ

[n,pqr,tuv]ピセン  16H-1,13,18-(epiethene[1,2]diyl[1]ylidene)-2,11,12-

epiprop[1]ene[1,3]diyl[3]ylidene)acephenanthryleno[4,3-

bc]tricyclopenta[n,pqr,tuv]picene ではない]   
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→ [(II)の 8,7,2-(エピエタン[1,2]ジイル[1]イリデン)-1,9,18-(エピプロパ[1]エン

[1,1]ジイル[3]イリデン)アセフェナントリレノ[4,3-bc]トリシクロペンタ

[n,pqr,tuv]ピセン  8,7,2-(epiethane[1,2]diyl[1]ylidene)-1,9,18-

(epiprop[1]ene[1,1]diyl[3]ylidene)acephenanthryleno[4,3-

bc]tricyclopenta[n,pqr,tuv]picene ではない] 

構造式(II)を以下のものと差し替える 

     

 

Page 412, P-52.2.6.4, 例 2     

2b2,8a2:5,8-ジメテノシクロヘキサデカ[1,2,3,4,5,6-cdefg:7,8,9,10,11,12-c′d′e′f′g′]ジ-

as-インダセン (I) (PIN)   

2b2,8a2:5,8-dimethenocyclohexadeca[1,2,3,4,5,6-cdefg:7,8,9,10,11,12-c′d′e′f′g′]di-as-

indacene (I) (PIN)    

→ 3,2,13,12-(エピヘキサ[1,3,5]トリエン[1,3,4,6]テトライル)-6,9-メテノシクロウ

ンデカ[1,11,10-cd:6,7,8-c′d′]ジインデン (I) (PIN)    

3,2,13,12-(epihexa[1,3,5]trien[1,3,4,6]tetrayl)-6,9-methenocycloundeca[1,11,10-

cd:6,7,8-c′d′]diindene (I) (PIN)               

 

構造式の差し替え 

  

                                   

 

Page 412, P-52.2.6.4, 例 3      

構造式に付いている化合物番号(I)を(II)に，(II)を(I)に替える． 

 

2,15:3,14-ジメテノベンゾ[h]シクロデカ[1,2-a:6,7-a′]ジフルオレン (I) (PIN)  

2,15:3,14-dimethenobenzo[h]cyclododeca[1,2-a:6,7-a′]difluorene (I) (PIN)    
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→ 2,15:3,14-ジメテノインデノ[5'',4'':6',7']シクロデカ[1',2':4,5]インデノ[1,2-b]ア

ントラセン (PIN)   

2,15:3,14-dimethenoindeno[5'',4'':6',7']cyclododeca[1',2':4,5]indeno[1,2-b]anthracene 

(PIN) 

(II)[修正後の(I)]の構造式を以下のものと差し替える． 

     

 

Page 413, P-52.2.7.1, 例 4        

2,2′-ビ(ビシクロ[2.2.2]オクタン)-2-イル  2,2′-bi(bicyclo[2.2.2]octan)-2-yl   

→ 2,2′-ビ(ビシクロ[2.2.2]オクタン)イル  2,2′-bi(bicyclo[2.2.2]octan)yl 

 

Page 415, P-54.3, 例 3    

4-[4-(4′-フェニル[1,1′ビ(シクロヘキサン)]-4-イル)フェニル]-11,21:24,31-テルシク

ロヘキシル(PIN)   4-[4-(4′-phenyl[1,1′-bi(cyclohexan)]-4-yl)phenyl]-11,21:24,31-

tercyclohexyl (PIN)    

→ 14-[4-(4′-フェニル[1,1′ビ(シクロヘキサン)]-4-イル)フェニル]-11,21:24,31-テル

シクロヘキシル (PIN)   14-[4-(4′-phenyl[1,1′-bi(cyclohexan)]-4-yl)phenyl]-

11,21:24,31-tercyclohexyl (PIN)  

 

Page 417, P-54.4.2, 最後の例       

ペンタゾラン pentazolane                                   

を削除する． 

 

Page420, P-56.4, 例 1      

メタンジイル methanediyl  → （メタンジイル methanediyl ではない） 

 

Page 421, P-56.4, このページの 5番目     

スチビンジイル stibinediyl  → （スチビンジイル stibinediyl ではない） 

 



38 

 

Page 421, P-56.4, このページの 6番目                            

スチビニリデン stibinylidene →  （スチビニリデン stibinylideneではない） 

 

Page 428, P-57.4, このページの例 2      

[1,1′-ビフェニル]-4-イルオキシ  [1,1′-biphenyl]-4-yloxy (優先接頭)   

→ ([1,1′-ビフェニル]-4-イル)オキシ ([1,1′-biphenyl]-4-yl)oxy (優先接頭) 

 

Page 428, P-57.4, このページの例 2 の説明, 3 行目                     

接頭語は[1,1′-biphenyl]-4-yloxy となる．  

→ 接頭語は([1,1′-biphenyl]-4-yl)oxy となる． 

  

Page 430, P-58.2.1.2, このページの１行目                       

…もった環の縮合原子(P-25.0 参照)以外で最小位置番号をもった原子上に置

く．  

→ …もった環の非縮合原子(P-25.0 参照)のうちで最小位置番号をもった原子

上に置く．                                

 

Page 430, P-58.2.1.2, 例 4       

1H,3H-3a,7a-メタノ[2]ベンゾフラン (PIN)   

1H,3H-3a,7a-methano[2]benzofuran (PIN)   

→ 1H,3H-3a,7a-メタノ-2-ベンゾフラン (PIN)  

1H,3H-3a,7a-methano-2-benzofuran (PIN) 

 

Page 432, P-58.2.3.1.1, 1～2 行目                     

主特性基または遊離基原子価を導入することのできる縮合原子上，外縁原子上

のどちらにも置くことができる．  

→ 主特性基または遊離基原子価を導入することのできるいずれの外縁原子上

にも置くことができる．  

 

Page 433, P-58.2.3.1.2, 2 行目                          

その化合物の二重結合の配置と矛盾しない最小の外縁原子上に置く．   

→ その化合物の二重結合の配置と矛盾しない最小の非縮合外縁原子上に置

く．   

 

Page 433, P-58.2.3.1.2, 例 2      

(2H,8H-ベンゾ[1,2-b:5,4-b′]ジピラン-4(3H)-オン  2H,8H-benzo[1,2-b:5,4-

b′]dipyran-4(3H)-one ではない．2H,6H は 2H,8H より小さい)    

→ (6,7-ジヒドロ-2H,8H-ベンゾ[1,2-b:5,4-b′]ジピラン-4(3H)-オン 6,7-dihydro-

2H,8H-benzo[1,2-b:5,4-b′]dipyran-4(3H)-one ではない．2H,6H は 2H,8H より小さ

い)  
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Page 434, P-58.2.3.1.3 (1), 1～2 行目                                 

と矛盾しない最小の位置番号をもつ外縁原子上に割当てる．   

→  と矛盾しない最小の位置番号をもつ非縮合外縁原子上に割当てる．            

 

Page 437, P-58.3.2, 例 3      

[トリアザン-1-イルカルバミン酸 triazan-1-ylcarbamic acid ではない．…]    

→  [(トリアザン-1-イル)カルバミン酸 (triazan-1-yl)carbamic acid ではない．

…]  

 

Page 437, P-58.3.2, 例 9   

N-イソシアナトニトロアミド (PIN)  N-isocyanatonitramide (PIN)                        

→ イソシアナト硝酸アミド (PIN)  isocyanatonitramide (PIN)          

 

Page 443, P-59.2.1.3, 例 1  官能化母体水素化物     

エタンジオール ethanediol  → エタン-1,2-ジオール ethane-1,2-diol 

 

Page 451, P-59.2.3.3, 例 4, 官能化母体水素化物    

(P-58.2.5 参照)  →  (P-58.2.2 参照) 

 

Page 462, P-61.3.2.2, 例 1     

N-メチル次亜塩素酸アミド (PIN)  

N-methylhypochlorous amide (PIN) (P-68.5.3 参照)   

→ メチル次亜塩素酸アミド (PIN)   

methylhypochlorous amide (PIN) (P-68.5.3 参照) 

 

Page 466, P-61.10, 例 3    

λ2-メチリデンヒドロキシルアミン (PIN) λ2-methylidenehydroxylamine (PIN)  

→ λ2-メチリデンヒドロキシルアミン λ2-methylidenehydroxylamine  

 

N-ヒドロキシ-λ2-メタンイミン(PIN) N-hydroxy-λ2-methanimine (PIN)       

を追加する． 

 

Page 471, P-62.2.2.2, 例 1     

(2) (4-メチルペンタ-4-エン-2-イン-1-イル)(ジプロピル)アザン  

(4-methylpent-4-en-2-yn-1-yl)(dipropyl)azane  

→ (2) (4-メチルペンタ-4-エン-2-イン-1-イル)ジ(プロピル)アザン  

(4-methylpent-4-en-2-yn-1-yl) di(propyl)azane 

  

(3) (4-メチルペンタ-4-エン-2-イン-1-イル)(ジプロピル)アミン   
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(4-methylpent-4-en-2-yn-1-yl)(dipropyl)amine  

→ (3) (4-メチルペンタ-4-エン-2-イン-1-イル)ジ(プロピル)アミン  

(4-methylpent-4-en-2-yn-1-yl) di(propyl)amine  

Page 472, P-62.2.2.2, このページの例 2     

[2,2′-ジメチル-N-(2,2-ジメチルプロピル)ジ(プロパ-2-エン-1-アミン)  2,2′-

dimethyl-N-(2,2-dimethylpropyl)di(prop-2-en-1-amine)ではない]             

を削除する． 

 

Page 472, P-62.2.2.2, このページの例 4                                

2-フリル(ピロール-2-イル)アザン  2-furyl(pyrrol-2-yl)azane  

→ 2-フリル(1H-ピロール-2-イル)アザン  2-furyl(1H-pyrrol-2-yl)azane 

 

2-フリル(ピロール-2-イル)アミン  2-furyl(pyrrol-2-yl)amine  

→ 2-フリル(1H-ピロール-2-イル)アミン  2-furyl(1H-pyrrol-2-yl)amine 

 

Page 472, P-62.2.2.2, 最後の例                   

(5,6,7,8-テトラヒドロジ-2-ナフチルアミン 5,6,7,8-tetrahydrodi-2-naphthylamine

ではない)   

→ [5,6,7,8-テトラヒドロジ(2-ナフチル)アミン 5,6,7,8-tetrahydrodi(2-

naphthyl)amine ではない]  

 

Page 473, P-62.2.3, 例 7       

(ジシラザン-2-イル酢酸 disilazan-2-ylacetic acid ではない)   

→  [(ジシラザン-2-イル)酢酸 (disilazan-2-yl)acetic acid ではない] 

 

Page 476, P-62.2.5.2 (1), 例   

N,N′-ジエチルメタンジアミン (PIN)  N,N′-diethylmethanediamine (PIN)   

→ N,N′-ジエチルメタンジアミン N,N′-diethylmethanediamine 

 

N,N′-メチレンジ(エタン-1-アミン)  N,N′-methylenedi(ethan-1-amine)   

→ N,N′-メチレンジエタンアミン(PIN)  N,N′-methylenediethanamine (PIN)    

 

Page 481, P-62.5 (1), 1 行目      

(1) 種類名オキシド oxide，スルフィド sulfide，セレニド selenide およびテルリ

ド teluride を使って…  

→ (1) 種類名オキシド oxide，スルフィド sulfide，セレニド selenide およびテ

ルリド telluride を使って… 

 

Page 481, P-62.4, このページの例 2                    

N-エチル次亜塩素酸アミド (PIN)  N-ethylhypochlorous amide (PIN)   
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→ エチル次亜塩素酸アミド (PIN)  ethylhypochlorous amide (PIN) 

 

Page 481, P-62.4, このページの例 3  

N-メチル亜塩素酸アミド (PIN) N-methylnitrous amide (PIN)   

→ メチル亜塩素酸アミド (PIN) methylnitrous amide (PIN) 

 

Page 481, P-62.4, このページの例 4                               

N-メチル-N-ニトロ硝酸アミド (PIN) N-methyl-N-nitronitramide (PIN)   

→メチル(ニトロ)硝酸アミド (PIN) methyl(nitro)nitamide (PIN) 

 

Page 481, P-62.4, このページの例 5    

N-メチル亜臭素酸アミド (PIN) N-methylbromous amide (PIN)   

→ メチル亜臭素酸アミド (PIN) methylbromous amide (PIN) 

 

Page 483, P-62.6.1, 例 3      

(2) ヨウ化エチルジメチルアザニウム またはエチルジメチルアザニウムヨージ

ド ethyldimethylazanium iodide    

→   (2) ヨウ化エチルジ(メチル)アザニウム またはエチルジ(メチル)アザニ

ウムヨージド ethyldi(methyl)azanium iodide 

 

Page 492, P-63.2.2.1.1, 例 2    

ブタン-2-イルオキシ(優先接頭) butan-2-yloxy(優先接頭)  

→  (ブタン-2-イル)オキシ(優先接頭)  (butan-2-yl)oxy(優先接頭)  

 

Page 492, P-63.2.2.1.1, 例 3     

ピリジン-2-イルオキシ(優先接頭) pyridin-2-yloxy(優先接頭)  

→  (ピリジン-2-イル)オキシ(優先接頭)  (pyridin-2-yl)oxy(優先接頭) 

 

Page 492, P-63.2.2.1.1, 例 4     

ピペリジン-2-イルオキシ(優先接頭) piperidin-2-yloxy(優先接頭)  

→  (ピペリジン-2-イル)オキシ(優先接頭)  (piperidin-2-yl)oxy(優先接頭) 

 

Page 492, P-63.2.2.1.1, 例 5    

2-(ブタン-2-イルオキシ)エチル(優先接頭)  2-(butan-2-yloxy)ethyl (優先接頭) 

→  2-[(ブタン-2-イル)オキシ]エチル (優先接頭)  2-[(butan-2-yl)oxy]ethyl (優先

接頭) 

 

Page 493, P-63.2.2.2, 例 7     

プロパン-2-イルオキシ(優先接頭)  propan-2-yloxy(優先接頭)  

→  (プロパン-2-イル)オキシ(優先接頭)  (propan-2-yl)oxy(優先接頭)  
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Page 493, P-63.2.2.2, 例 8     

ブタン-2-イルオキシ(優先接頭) butan-2-yloxy(優先接頭)  

→ (ブタン-2-イル)オキシ(優先接頭)  (butan-2-yl)oxy(優先接頭)  

 

Page 498, P-63.3.1, 例 4                          

(1) 1-(プロパン-2-イルジセラニル)プロパン (PIN)  1-(propan-2-

yldiselanyl)propane (PIN)  

→ (1) 1-[(プロパン-2-イル)ジセラニル]プロパン (PIN) 1-[(propan-2-

yl)diselanyl]propane (PIN) 

 

Page 500, P-63.3.2, 例 5      

[3-(フェニルスルファニル)フェニル[3-(フェニルテラニル)フェニル]ジスルファ

ン 3-(phenylsulfanyl)phenyl[3-(phenyltelluranyl)phenyl]disulfane ではない．3-(フ

ェニルテラニル)ベンゼン…benzenesulfenothioate でもない．]  

→ {[3-(フェニルテラニル)フェニル][3-(フェニルスルファニル)フェニル]ジス

ルファン [3-(phenyltelluranyl)phenyl][3-(phenylsulfanyl)phenyl]disulfane ではな

い．3-(フェニルテラニル)ベンゼン…benzenesulfenothioate でもない．}   

 

Page 507, P-63.8.1, 9 行目                                                  

アミンオキシド → アミノキシド        

 

Page 507, P-63.8.1, 例 7     

(C6H5-O –)4 Pb  → (C6H5-O
–)4 Pb4+ 

 

Page 507, P-63.8.3, 例１     

HO-CH3-CH2-CH2-O
– Na+  → HO-CH2-CH2-CH2-O

– Na+ 

 

Page 509, P-64.1.2.2, 例 1       

メチル(ジオキソ)-λ5-ホスファン  methyl(dioxo)-λ5-phospane  

→ メチルジ(オキソ)-λ5-ホスファン  methyldi(oxo)-λ5-phospane 

 

Page 510, P-64.2.1.2, 1～2 行目      

GIN ではアセトン acetone, 1,4-ベンゾキノン 1,4-benzoquinone, ナフトキノン 

naphthoquinone およびアントラキノン anthraquinone の名称のみが保存され… 

→ GIN ではアセトン acetone, 1,4-ベンゾキノン 1,4-benzoquinone および位置番

号の付いたナフトキノン naphthoquinone, アントラキノン anthraquinone の名称

のみが保存され… 
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Page 510, P-64.2.1.2, 例 4   

（ベンゾキノン benzoquinone ではない）                              

を追加する． 

 

Page 510, P-64.2.1.2, 例 5                                        

（ナフトキノン naphthoquinone ではない）                

を追加する．                           

 

Page 510, P-64.2.1.2, 例 6    

（アントラキノン anthraquinone ではない）                

を追加する．  

 

Page 511, P-64.2.1.3, 例 1        

アセナフトキノン  acenaphthoquinone                                      

→ （アセナフトキノ ン acenaphthoquinone ではない）    

 

Page 511, P-64.2.1.3, 例 2                                            

イソキノロン isoquinolone (1-異性体を示す)                   

→ [イソキノロン isoquinolone (1-異性体を示す)ではない]     

 

Page 511, P-64.2.1.3, 例 3    

キノロン quinolone (2-異性体を示す)                    

→ [キノロン quinolone (2-異性体を示す)ではない] 

 

Page 511, P-64.2.1.3, 例 4    

ピロリドン pyrrolidone (2-異性体を示す)                    

→ [ピロリドン pyrrolidone (2-異性体を示す)ではない] 

 

Page 511, P-64.2.1.3, 例 5     

1,2-ジフェニルエタン-1,2-ジオン (PIN)  1,2-diphenylethane-1,2-dione (PIN)   

→ ジフェニルエタンジオン (PIN)  diphenylethanedione (PIN) 

 

ベンザル benzal  →  （ベンザル benzal ではない） 

 

Page 511, P-64.2.1.3, 例 6     

ビアセチル biacetyl  →  （ビアセチル biacetyl ではない） 

 

Page 511, P-64.2.1.3, 例 7     

プロピオフェノン propiophenone  →  （プロピオフェノン propiophenone では

ない） 
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Page 513, P-64.2.2.2.3, 1～2 行目       

1,4-ベンゾキノン 1,4-benzoquinone, ナフトキノン naphthoquinone およびアント

ラキノン anthraquinone は GIN において保存されており，置換もできる．  

→ 1,4-ベンゾキノン 1,4-benzoquinone および位置番号の付いたナフトキノン

naphthoquinone, アントラキノン anthraquinone は GIN において保存されてお

り，置換もできる． 

 

Page 516, P-64.2.2.4, 例 3         

2,2-ジブロモエテン-1-オン(PIN)  2,2-dibromoethen-1-one (PIN)  

→ ジブロモエテノン(PIN)  dibromoethenone (PIN) 

 

Page 518, P-64.3.2, このページの例 2                   

アセチル(トリメチル)シラン acetyl(trimethyl)silane   

→ アセチルトリ(メチル)シラン  acetyltri(methyl)silane 

 

Page 528, P-65.1.1.2.4, 例 6                                   

この項目は 3 つある名称のうち 2 番目の名称を以下のように修正後，3 つの名

称とも P-65.1.1.2.2 の最後に移動する．                                                               

N,N′-エタン-1,2-ジイルビス[N-(カルボキシメチル)グリシン]   

N,N′-ethane-1,2-diylbis[N-(carboxymethyl)glycine]   

→ N,N′-(エタン-1,2-ジイル)ビス[N-(カルボキシメチル)グリシン]   

N,N′-(ethane-1,2-diyl)bis[N-(carboxymethyl)glycine] 

 

Page 528, P-65.1.1.2.4, 例 9-11     

CH3-CO-OOH, C6H5-CO-OOH, HCO-OOH に関する全ての記述をここから削除

し，p. 527, P-65.1.1.2.2 の最後に移動する．                 

 

Page 535, P-65.1.3.3.1, 注記 2～5 行目                  

(1)および(2)を削除し以下の文を入れる．                  

酸の体系的名称の語尾‘-oic acid’または‘-carboxylic acid’あるいは保存名の語尾‘-

oic acid’を‘-hydroximic acid’または‘-carbohydroximic acid’に変える．発音上の理

由で‘h’と先行する子音の間に‘o’を加える． 

 

Page 536, P-65.1.3.3.1, 例 4                                     

ブタンヒドロキシム酸 butanehydroximic acid   

→  ブタノヒドロキシム酸 butanohydroximic acid 

 

Page 538, P-65.1.5.1, このページの下から 2行目                               

[ヒドロキシ(カルボノチオイル)]  [hydroxy(carbonothioyl)]  
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→ ヒドロキシカルボノチオイル hydroxycarbonothioyl  

 

(スルファニルカルボニル) (sulfanylcarbonyl)   

→ スルファニルカルボニル sulfanylcarbonyl  

 

Page 544, P-65.1.6.3, 例 3                                        

オキサルアルデヒド酸 oxalaldehydic acid                

を削除する． 

 

Page 546, P-65.1.7.2.4, 例 1                                      

オキサルアルデヒドイル oxalaldehydoyl                 

を削除する． 

 

Page 554, P-65.2.1.5, このページの例 1                    

カルボノイミド炭酸 → カルボノイミド酸  

 

Page 561, P-65.3.1.3, 例 1                                      

CH3-CH2-CH2-S{O,Se}H  →  CH3-CH2-CH2-S{O/Se}H                    

 

Page 568, P-65.5.4, 例 1             

 (1) (カルボノクロリドイル)酢酸  (carbonochloridoyl)acetic acid   

→  (1) カルボノクロリドイル酢酸  carbonochloridoylacetic acid 

 

Page 568, P-65.5.4, 例 2      

(1) 2-(カルボノクロリドイル)安息香酸 (PIN) 2-(carbonochloridoyl)benzoic acid 

(PIN)   

→ (1) 2-カルボノクロリドイル安息香酸 (PIN) 2-carbonochloridoylbenzoic acid 

(PIN) 

(2) 2-クロロカルボニル安息香酸 2-chlorocarbonylbenzoic acid  

→ (2) 2-(クロロカルボニル)安息香酸 2-(chlorocarbonyl)benzoic acid 

 

Page 568, P-65.5.4, 例 3       

(1) 2-(シアノスルホニル)シクロヘキサン-1-カルボン酸 (PIN)   

2-(cyanosulfonyl)cyclohexane-1-carboxylic acid (PIN)   

→  (2) 2-(シアノスルホニル)シクロヘキサン-1-カルボン酸  

2-(cyanosulfonyl)cyclohexane-1-carboxylic acid  

 

(2) 2-スルフロシアニドイルシクロヘキサン-1-カルボン酸  

2-sulfurocyanidoylcyclohexane-1-carboxylic acid  

→ (1) 2-スルフロシアニドイルシクロヘキサン-1-カルボン酸 (PIN)  
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2-sulfurocyanidoylcyclohexane-1-carboxylic acid (PIN) 

  

Page 568, P-65.5.4, 例 4    

(1) 2-(カルボノシアニドチオイル)ベンゾイル=クロリド (PIN) 

(carbonocyanidothioyl)benzoyl chloride (PIN)  

→ (1) 2-カルボノシアニドチオイルベンゾイル=クロリド (PIN)   

2-carbonocyanidothioylbenzoyl chloride (PIN) 

 

(2) 2-(シアノカルボノチオイル)ベンゾイルクロリド   

2-(cyanocarbonothioyl)benzoyl chloride  

→ (2) 2-(シアノカルボチオイル)ベンゾイルクロリド   

2-(cyanocarbothioyl)benzoyl chloride 

 

Page 568, P-65.5.4, 例 5      

追加修正                                              

構造式中の OCN-CO-CH2-についている位置番号 1 と 2 を削除する．                     

 

Page 568, P-65.5.4, 例 6                           

2-(カルボノシアニドイル)-5-メチルベンゾイル=クロリド(PIN) 

2-(carbonocyanidoyl)-5-methylbenzoyl chloride (PIN)   

→ 2-カルボノシアニドイル-5-メチルベンゾイル=クロリド(PIN) 

2-carbonocyanidoyl-5-methylbenzoyl chloride (PIN) 

 

Page 569, P-65.5.4, 例 5                          

(1) 3-[(カルボノブロミドイル)オキシ]-3-オキソプロパン酸 (PIN)   

(1) 3-[(carbonobromidoyl)oxy]-3-oxopropanoic acid (PIN)   

→ (1) 3-(カルボノブロミドイルオキシ)-3-オキソプロパン酸 （PIN）               

(1) 3-(carbonobromidoyloxy)-3-oxopropanoic acid (PIN)  

 

Page 572, P-65.6.3.2.3, 例 1                                   

構造式の[  ]を削除する．  

臭化[2-(エトキシカルボニル)エチル](トリメチル)アンモニウム または  [2-(エ

トキシカルボニル)エチル](トリメチル)アンモニウムブロミド  [2-

(ethoxycarbonyl)ethyl](trimethyl)ammonium bromide  

→ 臭化[2-(エトキシカルボニル)エチル]トリ(メチル)アンモニウム または [2-

(エトキシカルボニル)エチル]トリ(メチル)アンモニウムブロミド [2-

(ethoxycarbonyl)ethyl]tri(methyl)ammonium bromide    

臭化(3-エトキシ-3-オキソプロピル)(トリメチル)アザニウム または (3-エトキ

シ-3-オキソプロピル)(トリメチル)アザニウムブロミド  (3-ethoxy-3-

oxopropyl](trimethyl)azanium bromide  
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→ 臭化(3-エトキシ-3-オキソプロピル)トリ(メチル)アザニウム または (3-エ

トキシ-3-オキソプロピル)トリ(メチル)アザニウムブロミド [2-

(ethoxycarbonyl)ethyl]tri(methyl)azanium bromide  

 

Page 573, P-65.6.3.3, 1行目，右                                 

P-65.6.3.3.5 多塩基酸と塩に由来する部分エステル  

→ P-65.6.3.3.5 多塩基酸とその塩に由来する部分エステル 

 

Page 576, P-65.6.3.3.3.1, 例 4                                            

二酢酸 3,3′-(1,2-フェニレン)ジ(プロパン-3,1-ジイル) (PIN)   

3,3′-(1,2-phenylene)di(propane-3,1-diyl) diacetate (PIN)   

→ 二酢酸 1,2-フェニレンジ(プロパン-3,1-ジイル) (PIN)   

1,2-phenylenedi(propane-3,1-diyl) diacetate (PIN) 

 

Page 580, P-65.6.3.3.5, 1行目，右                               

P-65.6.3.3.5 多塩基酸と塩に由来する部分エステル  

→ P-65.6.3.3.5 多塩基酸とその塩に由来する部分エステル 

 

Page 582, P-65.6.3.3.7.1, このページの例 7                          

2-[(プロパンイミドイル)セラニル]ベンゼン-1-カルボキシイミド酸 (PIN)  

2-[(propanimidoyl)selanyl]benzene-1-carboximidic acid (PIN)   

→ 2-(プロパンイミドイルセラニル)ベンゼン-1-カルボキシイミド酸 (PIN)  

2-(propanimidoylselanyl)benzene-1-carboximidic acid (PIN) 

 

Page 583, P-65.6.3.4.1, 例 7    

O-アセチル-N,N-ジメチルヒドロキシルアミン(PIN)                  

O-acetyl-N,N-dimethylhydroxylamine (PIN)    

→ O-アセチル-N,N-ジメチルヒドロキシルアミン               

O-acetyl-N,N-dimethylhydroxylamine  

1-[(ジメチルアミノ)オキシ]エタン-1-オン(PIN)  1-[(dimethylamino)oxy]ethan-1-

one (PIN)                                               

を追加する． 

 

Page 584, P-65.6.3.5.1, 例 5      

（優先環縮合名は一つの縮合箇所と少なくとも二つの五員環をもたなくてはな

らない．…）  

→ （優先環縮合名は一つの縮合箇所と五員環以上の環を少なくとも二つもた

なくてはならない．…） 
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Page 586, P-65.6.3.5.4, 例 3                        

(3,4-ジヒドロベンゾ[f]ジオキソシン-1,6-ジオン   

3,4-dihydrobenzo[f]dioxocine-1,6-dione ではない)  

→ (3,4-ジヒドロベンゾ[f][1,4]ジオキソシン-1,6-ジオン  

3,4-dihydrobenzo[f][1,4]dioxocine-1,6-dione ではない)                        

 

Page 590, P-65.7.6.2, 例 3                                                 

4 酢酸ブタン二酸 2-メチルブタン二酸 1-プロパン酸三無水物   

4-(acetic butanedioic) 2-methylbutanedioic 1-propanoic trianhydride   

→ 4-(酢酸ブタン二酸) 2-メチルブタン二酸 1-プロパン酸三無水物   

4-(acetic butanedioic) 2-methylbutanedioic 1-propanoic trianhydride 

 

Page 591, P-65.7.6.3, このページの例 3                         

P,P′-二酢酸=P,P′-ジプロパン酸=エタン-1,2-ジイルビス(ホスホン酸)=四無水物 

(PIN)  

P,P′-diacetic P,P′-dipropanoic ethane-1,2-diylbis(phosphonic) tetraanhydride (PIN)   

→ P,P′-二酢酸=P,P′-ジプロパン酸=(エタン-1,2-ジイル)ビス(ホスホン酸)=四無

水物(PIN)   

P,P′-diacetic P,P′-dipropanoic (ethane-1,2-diyl)bis(phosphonic) tetraanhydride (PIN) 

 

Page 595, P-65.7.7.3, このページの例 3        

(1) 3b,6a,7,7a-テトラヒドロ-1H-シクロペンタ[1,2-c:3,4-c′]ジチオフェン-

1,3,4,6(3aH)-テトラオン(PIN) 3b,6a,7,7a-tetrahydro-1H-cyclopenta[1,2-c:3,4-

c′]dithiophene-1,3,4,6(3aH)-tetrone (PIN)   

→ (1) テトラヒドロ-1H-シクロペンタ[1,2-c:3,4-c′]ジチオフェン-1,3,4,6(3aH)-

テトラオン(PIN) tetrahydro-1H-cyclopenta[1,2-c:3,4-c′]dithiophene-1,3,4,6(3aH)-

tetrone (PIN) 

 

Page 600, P-66.1.1.3.2, 2～3 行目                     

接尾語 hydroxamic acid および carbohydroxamic acid は廃止した．  

→ 接尾語 hydroxamic acid および carbohydroxamic acid は GIN として用いるこ

とができる． 

 

Page 600, P-66.1.1.3.2, 例 1                                  

（プロパンヒドロキサム酸 propanehydroxamic acid ではない)  

→ プロパノヒドロキサム酸 propanohydroxamic acid   

 

Page 600, P-66.1.1.3.2, 例 2                                  

（シクロヘキサンカルボヒドロキサム酸 cyclohexanecarbohydroxamic acid では

ない)  
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→ シクロヘキサンカルボヒドロキサム酸 cyclohexanecarbohydroxamic acid  

 

Page 612, P-66.1.6.1.1.5, 例 2                                       

H2N-CO-NH-CH2-CH2-CH2-HN-CHO → H2N-CO-NH-CH2-CH2-CH2-NH-CHO 

 

Page 613, P-66.1.6.1.2, タイトル      

P-66.1.6.1.2 イソ尿素   →  P-66.1.6.1.2 イソ尿素とその誘導体 

 

Page 614, P-66.1.6.1.3.1                                      

このページの最上部の二つの化合物について，名称はそのままで構造式のみを

入れ替え，以下のようにする．   

        

 

Page 616, P-66.1.7, 例 2                            

N-[({[(アセトアミドメチル)ニトロアミノ]メチル}ニトロアミノ)メチル]プロパ-

2-エンアミド (PIN)                                                      

N- [({[(acetamidomethyl)nitroamino]methyl}nitroamino)methyl]prop-2-enamide (PIN)  

→ N-{[{[(アセトアミドメチル)(ニトロ)アミノ]メチル}(ニトロ)アミノ]メチル}

プロパ-2-エンアミド                                                            

N-{[{[(acetamidomethyl)(nitro)amino]methyl}(nitro)amino]methyl}prop-2-enamide 

 

N-{[({[(アセチルアミノ)メチル]ニトロアミノ}メチル)ニトロアミノ]メチル}プ

ロパ-2-エンアミド                                                             

N-{[({[(acetylamino)methyl]nitroamino}methyl)nitroamino]methyl}prop-2-enamide 

→ N-{[({[(アセチルアミノ)メチル] (ニトロ)アミノ}メチル) (ニトロ)アミノ]メチ

ル}プロパ-2-エンアミド                                                     

N-{[({[(acetylamino)methyl](nitro)amino}methyl)(nitro)amino]methyl}prop-2-enamide 

 

N-[({[(アセトアミドメチル)ニトロアミド]メチル}ニトロアミド)メチル]プロパ-

2-エンアミド (PIN)                                                       

N-[({[(acetamidomethyl)nitramido]methyl}nitramido)methyl]prop-2-enamide (PIN) 

を追加する．                                 

 

Page 620, P-66.3.2.1, 例 3    

ヒドラジンスルホン酸 (PIN)  hydrazinesulfonic acid (PIN)   

→ ヒドラジンスルホン酸 (予備選択)  hydrazinesulfonic acid (予備選択) 

 

Page 620, P-66.3.2.1, 例 5      

ヒドラジンスルフィン酸 (PIN)  hydrazinesulfonic acid (PIN)   
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→ ヒドラジンスルフィン酸 (予備選択)  hydrazinesulfonic acid (予備選択) 

 

Page 621, P-66.3.2.2, 例 2     

P-66.3.2.1 の最後に移動する． 

 

Page 621, P-66.3.2.3, 例 1     

(1) 4-(アセトヒドラジド)安息香酸(PIN) 4-(acetohydrazido)benzoic acid (PIN)  

→ (1) 4-アセトヒドラジド安息香酸(PIN) 4-acetohydrazidobenzoic acid (PIN)    

 

Page 621, P-66.3.2.3, 例 2     

(2) (2-アセチル-2-エチルヒドラジン-1-イル)ベンゼン-1-スルホン酸  (2-acetyl-2-

ethylhydrazin-1-yl)benzene-1-sulfonic acid  

→ (2) 4-(2-アセチル-2-エチルヒドラジン-1-イル)ベンゼン-1-スルホン酸 4-(2-

acetyl-2-ethylhydrazin-1-yl)benzene-1-sulfonic acid 

 

Page 622, P-66.3.3.2, 例 2       

（…位置番号の最終の組に基づく．1,4,6' は '1,4,7'より小さい）  

→ （…位置番号の最終の組に基づく．N1,N′4,6 は N′1,N4,7 より小さい） 

 

Page 623, P-66.3.5.3, 例 1                                    

3-(ホルモヒドラジド)プロパン酸 (PIN)  3-(formohydrazido)propanoic acid (PIN)  

→ 3-ホルモヒドラジドプロパン酸 (PIN)  3-formohydrazidopropanoic acid (PIN)   

 

Page 627, P-66.4.1.2.1.3, 1/2行目                    

接頭語 グアニジノ guanidinoは廃止した．  

→ 接頭語 グアニジノ guanidinoは GINでは使うことができる． 

 

Page 627, P-66.4.1.2.1.3,                                     

囲み枠内の記述を全て削除する． 

 

Page 627, P-66.4.1.2.1.3,  1 番目の例の最後の名称               

（グアニジノ guanidinoではない） → グアニジノ guanidino 

 

Page 628, P-66.4.1.3.1, 例１                                           

4-[(dimethylamino)(ethylimino) methyl]benzoic acid   

→ 4-[(dimethylamino)(ethylimino)methyl]benzoic acid（methyl の前のスペースを

とる）  
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Page 634, P-66.4.2.3.1, 例１                          

(C-ヒドラジニルカルボノイミドイル)酢酸  (C-hydrazinylcarbonimidoyl)acetic 

acid                                               

を追加する．                               

 

Page 634, P-66.4.2.3.1, 例 2                           

3-(C-ヒドラジニルカルボノイミドイル)安息香酸                       

3-(C-hydrazinylcarbonimidoyl)benzoic acid                                               

を追加する．                                                    

 

Page 634, P-66.4.2.3.3, 2～3 行目       

…およびメタンヒドラゾノイルアミノ methanehydrazonoylamino である．  

→ …および(メタンヒドラゾノイル)アミノ(methanehydrazonoyl)amino であ

る． 

 

Page 635, P-66.4.2.3.4, 5～6 行目       

…およびメタンヒドラゾノイルアミノ methanehydrazonoylamino である．  

→ …および(メタンヒドラゾノイル)アミノ(methanehydrazonoyl)amino であ

る．                                  

 

Page 643, P-66.5.3, タイトル     

P-66.5.3 炭酸およびポリ炭酸に対応するニトリル, シアン化物   

→  P-66.5.3 炭酸, 二炭酸およびポリ炭酸に対応するニトリル, シアン化物 

 

Page 645, P-66.6.1.2.1, 例 4     

構造式(OHC-CHO)および 3つの名称の全てを削除する．    

 

Page 656, P-67.1.2.3.2, (2)                                                   

–OCN シアナチド cyanatido, –SeCN セレノシアナチド selenocyanatido, –TeCN 

テルロシアナチド tellurocyanatido, –SCN チオシアナチド thiocyanatido     

を追加する．                                                                   

 

Page 656, P-67.1.2.3.4, (2)                                         

–OCN シアナト cyanato, –SeCN セレノシアナト selenocyanato, –TeCN テルロ

シアナト tellurocyanato, –SCN チオシアナト thiocyanato            

を追加する．           

 

Page 658, P-67.1.2.4.1.1, このページの例 1       

 (C6H5)P(OH)(SH)  → C6H5-P(OH)(SH) 
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Page 662, P-67.1.2.6.3, 例 1   

N,N-ジプロピル亜硝酸アミド (PIN) N,N-dipropylnitrous amide (PIN)   

→ ジプロピル亜硝酸アミド (PIN)  dipropylnitrous amide (PIN) 

 

Page 662, P-67.1.2.6.3, 例 2                        

N-ブチル-N-エチル亜硝酸アミド (PIN)  N-butyl-N-ethylnitrous amide (PIN)   

→ ブチル(エチル)亜硝酸アミド (PIN)  butyl(ethyl)nitrous amide (PIN) 

 

Page 662, P-67.1.2.6.3, 例 3   

N-(クロロメチル)-N-メチル硝酸アミド (PIN)  N-(chloromethyl)-N-

methylnitramide (PIN)   

→ (クロロメチル)(メチル)硝酸アミド (PIN)  (chloromethyl)(methyl)nitramide 

(PIN) 

 

Page 663, P-67.1.2.6.3, このページの例 1   

N-メチル-N-ニトロ硝酸アミド (PIN)  N-methyl-N-nitronitramide (PIN)   

→ メチル(ニトロ)硝酸アミド (PIN)  methyl(nitro)nitramide (PIN) 

 

Page 663, P-67.1.3.1, 最後の例      

Na+ [B(OH)(OCN)(O–)] → Na+ B(OH)(OCN)(O–) 

 

Page 664, P-67.1.3.2, このページの例 2    

P(Cl)[ N(CH3)2](O-CH3)    

→ P(Cl)[N(CH3)2](O-CH3) （N の前のスペースをつめる）  

 

Page 670, P-67.1.4.1.1.6, 例 11        

aci-ニトロ aci-nitro → aci-ニトロ aci-nitro（P-67.1.6 参照） 

 

Page 670, P-67.1.4.1.1.6, 例 12        

aci-ニトロシクロヘキサン-1-カルボン酸 aci-nitrocyclohexane-1-carbxylic acid  

→ aci-ニトロシクロヘキサン-1-カルボン酸 aci-nitrocyclohexane-1-carbxylic 

acid（aci-ニトロ化合物については P-67.1.6 参照） 

 

Page 673, P-67.1.4.4.1, 例 9     

スルフロイソチオシアナチドイル sulfurisothiocyanatidoyl   

→ スルフロ(イソチオシアナチドイル) sulfur(isothiocyanatidoyl)  

 

Page 674, P-67.1.5, タイトル     

67.1.5 無機酸およびその誘導体の優先順位  

→ 67.1.5 非炭素オキソ酸およびその誘導体の優先順位 
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Page 689, P-68.1.1.3.2, このページの例 1                 

borazine → borazine (D-7.54, 参考文献 1 参照)              

 

Page 689, P-68.1.1.3.2, このページの例 2                

boroxine → boroxin (D-7.54, 参考文献 1 参照)               

 

Page 689, P-68.1.1.3.2, このページの例 3                

borthiin → borthiin (D-7.54, 参考文献 1 参照)              

 

Page 690, P-68.1.2, 例 9                           

アルマニル alumanyl →  アルマニル alumanyl (予備接頭)           

 

Page 690, P-68.1.2, 例 10                           

ガラニル gallanyl →  ガラニル gallanyl (予備接頭)  

 

Page 690, P-68.1.2, 例 11                           

インジガニル indiganyl → インジガニル indiganyl (予備接頭) 

 

Page 690, P-68.1.2, 例 12                           

タラニル thallanyl → タラニル thallanyl (予備接頭) 

 

Page 692, P-68.1.5.1, 例 3      

ヒドロキシジメチルタラン hydroxydimethylthallane   

→ ヒドロキシジ(メチル)タラン hydroxydi(methyl)thallane 

 

Page 697, P-68.1.6.2 (以前の P-68.1.6.1.1), タイトル     

P-68.1.6.1.1 ルイス付加物命名のための一般的な有機化学的な方法  

→  P-68.1.6.2 ルイス付加物命名のための一般的な有機化学的な方法 

 

Page 698, P-68.1.6.2 (以前の P-68.1.6.1.1), このページの例 1    

μ-(エタン-1,2-ジアミン-1κN,2κN′)ビス(トリヒドリドボロン)  μ-(ethane-1,2-

diamine-1κN,2κN′)bis(trihydridoboron)    

→ μ-(エタン-1,2-ジアミン-1κN1,2κN2)ビス(トリヒドリドボロン) μ-(ethane-1,2-

diamine-1κN1,2κN2)bis(trihydridoboron) 

 

Page 698, P-68.1.6.2 (以前の P-68.1.6.1.1), このページの例 6              

過塩素酸(2,2′-ビピリジン-κN1,κN1′)(2,2′-オキシビス(ベンゼン-1-イド-κC1)]ホウ素

(1+)   (2,2′-bipyridine-κN1,κN1′)[2,2′-oxybis(benzen-1-ido-κC1)]boron(1+) perchlorate 

→  過塩素酸(2,2′-ビピリジン-κ2N1,N1′)[2,2′-オキシビス(ベンゼン-1-イド-κC1)]
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ホウ素(1+)  (2,2′-bipyridine-κ2N1,N1′)[2,2′-oxybis(benzen-1-ido-κC1)]boron(1+) 

perchlorate  

 

Page 698, P-68.1.6.1.2, タイトル     

P-68.1.6.1.2 分子内付加物  →  P-68.1.6.3 分子内付加物 

 

Page 698, P-68.1.6.3 (以前の P-68.1.6.1.2), 2 行目      

…別の基の間でできる分子内付加物は, 規則 P-68.1.6.1 で述べたように…  

→ …別の基の間でできる分子内付加物は, 規則 P-68.1.6.2 で述べたように… 

 

Page 699, P-68.1.6.3 (以前の P-68.1.6.1.2), このページの例 4       

一番目の名称の下に次の名称を追加する．               

(N3—B)[2-(1H-1,3-ベンゾイミダゾール-2-イル)フェニル]ボロン酸 (N3—B)[2-

(1H-1,3-benzimidazol-2-yl)phenyl]boronic acid 

二番目の名称の下に次の名称を追加する．                

[2-(1H-1,3-ベンゾイミダゾール-2-イル-κN3)ベンゼン-1-イド-κC1]ジヒドロキシド

ホウ素 [2-(1H-1,3-benzimidazol-2-yl-κN3)benzen-1-ido-κC1]dihydroxidoboron 

 

Page 705, P-68.2.6.2, 例 5                                              

メトキシ(ジメチル)[2-(トリメチルゲルミル)フェニル]シラン(PIN) 

methoxy(dimethyl)[2-(trimethylgermyl)phenyl]silane (PIN)    

→ メトキシジ(メチル)[2-(トリメチルゲルミル)フェニル]シラン(PIN) 

methoxydi(methyl)[2-(trimethylgermyl)phenyl]silane (PIN)   

 

Page 705, P-68.3 (1), 4～5 行目                                 

アゾン酸 azonic acid HN(OH)2 とアジン酸 azinic acid H2N(OH)は…  

→ アゾン酸 azonic acid HN(O)(OH)2 とアジン酸 azinic acid H2N(O)(OH)は… 

 

Page 706, P-68.3.1.1.1.1, 例 5                                  

以前の正誤表にあった以下の修正を削除する．                                                

（アセトヒドロキサム酸 acetohydroxamic acid ではない） 

→ アセトヒドロキサム酸 acetohydroxamic acid                      

 

Page 707, P-68.3.1.1.1.1, このページの例 1                                                      

（本勧告では，プロパノヒドロキサム酸 propanohydroxamic acid，プロピオノヒ

ドロキサム酸 propionohydroxamic acid のいずれとも命名できない）   

→  プロパノヒドロキサム酸 propanohydroxamic acid，プロピオノヒドロキサム

酸 propionohydroxamic acid 
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Page 707, P-68.3.1.1.1.2, 例 4    

O-ベンゾイルヒドロキシルアミン (PIN) O-benzoylhydroxylamine (PIN)     

→ O-ベンゾイルヒドロキシルアミン O-benzoylhydroxylamine  

 

アミノオキシ(フェニル)メタノン(PIN)  aminooxy(phenyl)methanone (PIN)      

を追加する．   

 

Page 708, P-68.3.1.1.2, 4 行目                                 

PIN は，ヒドロキシルアミンのイリデン ylidene 誘導体としてつくる．       

→ PIN は，イミンの N-ヒドロキシ誘導体としてつくる． 

 

Page 708, P-68.3.1.1.2, 囲み 2 行目                    

置換命名法によりヒドロキシルアミンのイリデン ylidene 誘導体としてつく

る．  

→  置換命名法によりイミンの N-ヒドロキシ誘導体としてつくる． 

 

Page 709, P-68.3.1.1.2, 例 1    

N-ヒドロキシペンタン-2-イミン(PIN)  N-hydroxypentan-2-imine (PIN)       

を追加する．      

 

Page 709, P-68.3.1.1.2, 例 3                                      

ブタン-2,3-ジイリデンビス(ヒドロキシルアミン) (PIN)              

butane-2,3-diylidenebis(hydroxylamine) (PIN)   

→  (ブタン-2,3-ジイリデン)ビス(ヒドロキシルアミン)  (butane-2,3-

diylidene)bis(hydroxylamine)  

 

N2,N3-ジヒドロキシブタン-2,3-ジイミン(PIN)  N2,N3-dihydroxybutane-2,3-diimine 

(PIN)                                                 

を追加する． 

 

Page 709, P-68.3.1.1.3, 例 1    

N-(1-ニトロプロピリデン)ヒドロキシルアミン (PIN)                 

N-(1-nitropropylidene)hydroxylamine (PIN)    

→ N-(1-ニトロプロピリデン)ヒドロキシルアミン                   

N-(1-nitropropylidene)hydroxylamine 

 

N-ヒドロキシ-1-ニトロプロパン-1-イミン(PIN)  N-hydroxy-1-nitropropan-1-imine 

(PIN)                                                 

を追加する． 
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Page 709, P-68.3.1.1.3, 例 2    

N-(1-ニトロソプロピリデン)ヒドロキシルアミン (PIN)                

N-(1-nitrosopropylidene)hydroxylamine (PIN)    

→  N-(1-ニトロソプロピリデン)ヒドロキシルアミン             

N-(1-nitrosopropylidene)hydroxylamine  

 

N-ヒドロキシ-1-ニトロソエタン-1-イミン(PIN)  N-hydroxy-1-nitrosoethan-1-

imine (PIN)                                                  

を追加する．     

 

Page 711, P-68.3.1.2.2, 例 3   

オキサルアルデヒドビス(フェニルヒドラゾン)                     

oxalaldehyde bis(phenylhydrazone)   

を削除する． 

 

Page 714, P-68.3.1.2.6, 最後の例    

3-[2-(ヒドラジンカルボニル)ヒドラジン-1-イル]プロパン酸             

3-[2-(hydrazinecarbonyl)hydrazin-1-yl]propanoic acid                         

を追加する． 

  

Page 719, P-68.3.1.3.4, 2～3 行目                      

と命名する．                             

カルバゾノ carbazono の名称は廃止した．                  

→ と命名する．カルバゾノ carbazono の名称は廃止した．         

「カルバゾノ carbazono の名称は廃止した．」は前の文章の続きであるので改

行せず 2 行目の後に続ける．「H2N-NH-CO-N=N-基は，…」は改行する．                                                             

 

Page 719, P-68.3.1.3.5, 右の構造式                               

位置番号の位置の修正 

                                            

 

Page 723, P-68.3.2.2, 例 6                          

シクロトリホスファゼン cyclotriphosphazene    

→ （シクロトリホスファゼン cyclotriphosphazene ではない．これは二重結合

を一つしか持たない化合物の名称である）     

 

Page 723, P-68.3.2.2, 例 9   

（3,5-ジオキサ-4-ホスファ-2-シラヘプタン 3,5-dioxa-4-phospha-2-silaheptane では

ない）                                                 

→ 3,5-ジオキサ-4-ホスファ-2-シラヘプタン 3,5-dioxa-4-phospha-2-silaheptane 
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注記は全て削除する． 

 

Page 724, P-68.3.2.3.2.1, 例 7   

エチル(メチル)フェニルホスファン(PIN) ethyl(methyl)phenylphosphane (PIN) 

→ エチル(メチル)(フェニル)ホスファン(PIN)  ethyl(methyl)(phenyl)phosphane 

(PIN) 

 

エチル(メチル)フェニルホスフィン ethyl(methyl)phenylphosphine 

→ エチル(メチル)(フェニル)ホスフィン(PIN)  ethyl(methyl)(phenyl)phosphine  

 

Page 725, P-68.3.2.3.2.2, 例 2      

(アルサニルメチル)ジフェニルホスファン (PIN) 

(arsanylmethyl)diphenylphosphane (PIN)   

→  (アルサニルメチル)ジ(フェニル)ホスファン (PIN) 

(arsanylmethyl)di(phenyl)phosphane (PIN) 

 

(アルシノメチル)ジフェニルホスファン  (arsinomethyl)diphenylphosphane   

→  (アルシノメチル)ジ(フェニル)ホスファン  

(arsinomethyl)di(phenyl)phosphane                        

 

Page 736, P-68.5.3, 例 1    

N-メチル臭素酸アミド (PIN)  N-methylbromic amide (PIN)   

→ メチル臭素酸アミド (PIN)   methylbromic amide (PIN)  

 

Page 736, P-68.5.3, 例 2                           

N-エチル次亜塩素酸アミド (PIN)  N-ethylhypochlorous amide (PIN) (P-62.4 参照)  

→ エチル次亜塩素酸アミド (PIN) ethylhypochlorous amide (PIN) (P-62.4 参照) 

 

Page 737, P-69.1, 例 3    

ブロモジエテニルスチバン(PIN)  bromodiethenylstibane (PIN)   

→ ブロモジ(エテニル)スチバン(PIN)bromodi(ethenyl)stibane (PIN) 

 

Page 739, P-69.2.4, このページの最初の例                            

[(2,3,5,6-η4)-ビシクロ[2.2.1]ヘプタ-2,5-ジエン]トリカルボニル鉄          

[(2,3,5,6-η4)-bicyclo[2.2.1]hepta-2,5-diene]tricarbonyliron  

→  [(2,3,5,6-η)-ビシクロ[2.2.1]ヘプタ-2,5-ジエン]トリカルボニル鉄            

[(2,3,5,6-η)-bicyclo[2.2.1]hepta-2,5-diene]tricarbonyliron 
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Page 739, P-69.2.5, 1 行目                                    

IR-10.2.3.1   →  IR-9.2.5.2 

 

Page 739, P-69.2.6, 例 2    

[(1,2,5,6-η)-シクロオクタ-1,5-ジエン)](η6-フェニルトリフェニルボラヌイド)ロジ

ウム  [(1,2,5,6-η)-cycloocta-1,5-diene)](η6-phenyltriphenylboranuide)rhodium  

→  [(1,2,5,6-η)-シクロオクタ-1,5-ジエン][トリフェニル(η6-フェニル)ボラヌイ

ド]ロジウム [(1,2,5,6-η)-cycloocta-1,5-diene][triphenyl(η6-

phenyl)boranuido]rhodium 

 

[(1,2,5,6-η)-シクロオクタ-1,5-ジエン)](η6-フェニルトリフェニルボラト)ロジウム  

[(1,2,5,6-η)-cycloocta-1,5-diene)](η6-phenyltriphenylborato)rhodium  

→  [(1,2,5,6-η)-シクロオクタ-1,5-ジエン][トリフェニル(η6-フェニル)ボラト]ロ

ジウム [(1,2,5,6-η)-cycloocta-1,5-diene][triphenyl(η6-phenyl)borato]rhodium 

 

Page 742, P-69.4, 例 1    

1,1-ジクロリド-2,3,4,5-テトラメチルプラチノール  1,1-dichlorido-2,3,4,5-

tetramethylplatinole   

→ 1,1-ジクロロ-2,3,4,5-テトラメチルプラチノール  1,1-dichloro-2,3,4,5-

tetramethylplatinole   

 

1,1-ジクロリド-2,3,4,5-テトラメチル-1-プラチナシクロペンタ-2,4-ジエン  1,1-

dichlorido-2,3,4,5-tetramethyl-1-platinacyclopenta-2,4-diene  

→ 1,1-ジクロロ-2,3,4,5-テトラメチル-1-プラチナシクロペンタ-2,4-ジエン  

1,1-dichloro-2,3,4,5-tetramethyl-1-platinacyclopenta-2,4-diene 

 

Page 746, P-70.3.3.2.2, 例                         

2020 年 8 月 3 日付の正誤表の修正を削除する．   

 

Page 747, P-70.4 (3), 2 行目        

…NH2
–, ナイトレン nitrene HN2•は, 保存名であり…  

→ …NH2
–, CH3-C(O)–, アセチルアニオン acetyl anion は, 保存名であり… 

 

Page 748, P-71.2.1.2, 例 5                                    

[(2-メチルプロパン-2-イル)オキシ](トリフェニル)-λ5-ホスファニル [(2-

methylpropan-2-yl)oxy](triphenyl)-λ5-phosphanyl   

→ [(2-メチルプロパン-2-イル)オキシ]トリ(フェニル)-λ5-ホスファニル [(2-

methylpropan-2-yl)oxy]tri(phenyl)-λ5-phosphanyl     
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(1,1-ジメチルエトキシ) (トリフェニル)-λ5-ホスファニル (1,1-dimethylethoxy) 

(triphenyl)-λ5-phosphanyl    

→  (1,1-ジメチルエトキシ)トリ(フェニル)-λ5-ホスファニル (1,1-

dimethylethoxy)tri(phenyl)-λ5-phosphanyl  

 

Page 748, P-71.2.1.2, 例 10        

シクロペンタジエニル cyclopentadienyl (P-76.1 参照)   

→ シクロペンタジエニル cyclopentadienyl (P-76 参照) 

 

Page 753, P-71.3.1, このページの例 1    

1,4-フェニレンビス(オキソ-λ4-スルファニル) 1,4-phenylenebis(oxo-λ4-sulfanyl)  

→ (1,4-フェニレン)ビス(オキソ-λ4-スルファニル)  (1,4-phenylene)bis(oxo-λ4-

sulfanyl)   

 

Page 753, P-71.3.1, このページの例 3     

1,4-フェニレンビス(オキソメチル) 1,4-phenylenebis(oxomethyl)    

→ (1,4-フェニレン)ビス(オキソメチル)  (1,4-phenylene)bis(oxomethyl) 

 

Page 754, P-71.3.3, 例 1     

(1) エタン-1,2-ジイルビス(アミニル) (PIN)  ethane-1,2-diylbis(aminyl) (PIN)  

→ (1) (エタン-1,2-ジイル)ビス(アミニル) (PIN)  (ethane-1,2-diyl)bis(aminyl) 

(PIN)   

 

(2) エタン-1,2-ジイルビス(アザニル)  ethane-1,2-diylbis(azanyl)  

 → (2) (エタン-1,2-ジイル)ビス(アザニル)  (ethane-1,2-diyl)bis(azanyl)   

 

Page 754, P-71.3.3, 例 3     

(2) ベンゼン-1,2-ジカルボニルビス(アザニル)  benzene-1,2-dicarbonylbis(azanyl) 

→ (2) (ベンゼン-1,2-ジカルボニル)ビス(アザニル)  (benzene-1,2-

dicarbonyl)bis(azanyl)    

 

Page 756, P-71.5, 8 行目   

名称オキシル oxyl は, ‒O•に対する予備接頭語として保存される.      

を削除する. 

 

Page 756, P-71.5, 例 2   

オキシル(予備接頭)  oxyl (予備接頭)  

→  イロオキシダニル(予備接頭) ylooxidanyl (予備接頭)  

 

イロオキシダニル ylooxidanyl  →  イロオキシ ylooxy 
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Page 757, P-71.7 (b) 例    

{1-[3-(2-イロエチル)フェニル]エチリデン 1-[3-(2-yloethyl)phenyl]ethylidene では

ない; ethyl は ethylidene に優先する}                   

を追加する. 

 

Page 757, P-71.7 (c), 例                                  

(2-メチル-2-イロオキシダニルプロピル 2-methyl-2-ylooxidanylpropyl ではない; 

oxyl は propyl に優先する)                       

を追加する. 

 

Page 757, P-71.7 (d), 1～2 行目   

さらに選択が必要な場合は，中性化合物について P-1～P-6 に記載されている鎖

と環のための一般的な規則を適応する.   

→ さらに選択が必要な場合は，対応する接尾語(表 4.4 参照)，化合物種類(P-

41 参照)および母体構造(P-44 参照)についての優先順位を用いる. 

 

Page 757, P-71.7 (d) (1) 例                        

(3-オキシルベンゾイル)オキシル (PIN)  

(3-oxylbenzoyl)oxyl (PIN)   

→ [3-(イロオキシダニル)ベンゾイル]オキシル (PIN)   

[3-(ylooxidanyl)benzoyl]oxyl (PIN) 

 

{3-[(イロオキシダニル)カルボニル]フェノキシル  3-

[(ylooxidanyl)carbonyl]phenoxyl ではない; ylooxidanyl は phenoxyl に優先する} 

を追加する. 

 

Page 757, P-71.7 (d) (2) 例   

{1-(3-イロシクロペンチル)エチル  1-[(3- ylocyclopentyl)ethyl ではない; 

cyclopentyl は ethyl に優先する}                     

を追加する. 

 

Page 759, P-72.2.1, 例 7         

シクロペンタジエニド cyclopentadienide (P-76.1 参照)   

→ シクロペンタジエニド cyclopentadienide (P-76 参照) 

 

Page 762, P-72.2.2.2.2, 第 3 段落の 4 行目     

…PIN として保存する． →  …PIN または予備選択名として保存する． 
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Page 763, P-72.2.2.2.2, このページの例 2     

エタン-1,2-ジイルビス(ジオキシダニド)  ethane-1,2-bis(dioxidanide)  

 → (エタン-1,2-ジイル)ビス(ジオキシダニド)  (ethane-1,2-diyl)bis(dioxidanide)  

 

Page 763, P-72.2.2.2.2, このページの例 3     

1,4-フェニレンビス(ジスルファニド) 1,4-phenylenebis(disulfanide)    

→ (1,4-フェニレン)ビス(ジスルファニド)  (1,4-phenylene)bis(disulfanide) 

 

Page 763, P-72.2.2.2.2, このページの例 4     

1,4-フェニレンビス(オキシ)ビス(ジスルファニド)                   

1,4-phenylenebis(oxy)bis(sulfanide)     

→ (1,4-フェニレン)ビス(オキシ)ビス(ジスルファニド)                    

(1,4-phenylene)bis(oxy)bis(sulfanide)  

 

Page 763, P-72.2.2.2.3, 例 3     

エタン-1,2-ジイルビス(アミド)  ethane-1,2-diylbis(amide)  

→ (エタン-1,2-ジイル)ビス(アミド)  (ethane-1,2-diyl)bis(amide)  

 

Page 766, P-72.5.1.1, 例 1     

1,4-フェニレンビス(ホスファニド) (PIN) 1,4-phenylenebis(phosphanide) (PIN)  

→(1,4-フェニレン)ビス(ホスファニド) (PIN) (1,4-phenylene)bis(phosphanide) 

(PIN)  

 

Page 768, P-72.7 (a), 1 行目     

(a) アニオン接尾語も含め，すべての特性基上のアニオン中心の数が最多のも

の.   

→  (a) アニオン接尾語も含め，アニオン中心の数が最多のもの.                                                         

 

Page 768, P-72.7 (a) 例   

[4-(1,2-ジオキシドエチル)ボリナン-1-ウイド  4-(1,2-dioxidoethyl)borinan-1-uide

ではない; 二つのアニオン中心は一つのアニオン中心に優先する]      

を追加する. 

 

Page 768, P-72.7 (b) 例   

例の名称と構造式を以下のものと差し替える.               

2-(2-カルボキシラトエチル)-1,1,5,5-テトラシアノペンタン-1,5-ジイド (PIN) 2-

(2-carboxylatoethyl)-1,1,5,5-tetracyanopentane-1,5-diide (PIN) 

[1,1-ジシアノ-4-(ジシアノメタニドイル)ヘプタン-1-イド-7-オアート  1,1-

dicyano-4-(dicyanomethanidyl)heptan-1-id-7-oate ではない; diide は idoate に優先す
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る] 

    

 

Page 768, P-72.7 (c) 例                         

[(2-アルサヌイドイルエチル)ホスファニド  (2-arsanuidylethyl)phosphanide では

ない. ]                                             

を追加する. 

 

Page 768, P-72.7(d), 囲み, 1行目                              

RC-81.3.3.2 (参考文献 3)  → RC-83.4.7.4 (参考文献 3) 

 

Page 768, P-72.7 (d) 例   

[(2-ホスファニドイルエチル)シラニド  (2-phosphanidylethyl)silanide ではない; P 

> Si]                                 

を追加する. 

 

Page 769, P-72.7 (e) 例 2                                 

(carboxylate は olate に優先する)                     

を追加する. 

 

Page 769, P-72.8.2, 例 2        

1λ4, 3λ6-ジチオカン-3-イド-1-ウイド 1λ4, 3λ6-dithiocan-3-id-1-uide  

→ (1λ4, 3λ6-ジチオカン-3-イド-1-ウイド 1λ4,3λ6-dithiocan-3-id-1-uide ではない．

可能なかぎり，一つの名称中では同一のグループを異なる形で命名してはなら

ない)    

 

Page 776, P-73.2.2.1.2, このページの例 2        

シクロペンタジエニリウム cyclopentadienylium (P-76.1 参照)   

→ シクロペンタジエニリウム cyclopentadienylium (P-76 参照) 

 

Page 777, P-73.2.2.3, このページの例 1     

1,4-フェニレンビス(ジアゼニリウム) (PIN) 1,4-phenylenebis(diazenylium) (PIN)   

→ (1,4-フェニレン)ビス(ジアゼニリウム) (PIN) (1,4-phenylene)bis(diazenylium) 

(PIN)  

 

Page 777, P-73.2.3.1, 例 6        

メチルホスホノイリウム (PIN)  methylphosphonoylium (PIN)   

→  メチルホスホノビス(イリウム) (PIN)  methylphosphonobis(ylium) (PIN)               
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Page 779, P-73.3.1, 例 6      

2020 年 8 月 3 日付正誤表の再修正                   

1λ3-ベンゾヨードール-1-イリウム 1λ3-benzoiodol-1-ylium   

→ 1λ3-ベンゾヨードール-1-イリウム 1λ3-benziodol-1-ylium                   

 

Page 783, P-73.5.1.1, 例 1      

1,4-フェニレンビス(ホスファニウム) (PIN) 1,4-phenylenebis(phosphanium) (PIN)   

→ (1,4-フェニレン)ビス(ホスファニウム) (PIN) (1,4-phenylene)bis(phosphanium) 

(PIN)   

 

1,4-フェニレンビス(ホスホニウム) 1,4-phenylenebis(phosphonium)   

→ (1,4-フェニレン)ビス(ホスホニウム) (1,4-phenylene)bis(phosphonium) 

 

Page 783, P-73.5.1.2, 例 1    

エタン-1,2-ジイルビス(オキシリウム) (PIN)  ethane-1,2-diylbis(oxylium) (PIN)  

 → (エタン-1,2-ジイル)ビス(オキシリウム) (PIN)  (ethane-1,2-diyl)bis(oxylium) 

(PIN) 

 

エタン-1,2-ジイルビス(オキシダニリウム)  ethane-1,2-diylbis(oxidanylium) 

→ (エタン-1,2-ジイル)ビス(オキシダニリウム) (PIN)  (ethane-1,2-

diyl)bis(oxidanylium)  

 

Page 783, P-73.5.1.2, 例 3     

ペンタン-2,4-ジイリデンビス(オキシダニウム) (PIN)   

pentane-2,4-diylidenebis(oxidanium) (PIN)  

 → (ペンタン-2,4-ジイリデン)ビス(オキシダニウム) (PIN)   

(pentane-2,4-diylidene)bis(oxidanium) (PIN) 

 

ペンタン-2,4-ジイリデンビス(オキソニウム)                   

pentane-2,4-diylidenebis(oxonium)  

 → (ペンタン-2,4-ジイリデン)ビス(オキソニウム)   

(pentane-2,4-diylidene)bis(oxonium) (PIN) 

 

Page 784, P-73.5.1.2, このページの例 1    

ピリジン-2,6-ジイルビス(スルファニリウム) (PIN)   

pyridine-2,6-diylbis(sulfanylium) (PIN) 

→  (ピリジン-2,6-ジイル)ビス(スルファニリウム) (PIN)   

(pyridine-2,6-diyl)bis(sulfanylium) (PIN) 
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ピリジン-2,6-ジイルビス(チオキシリウム)  pyridine-2,6-diylbis(thioxylium) 

 →  (ピリジン-2,6-ジイル)ビス(チオキシリウム)  (pyridine-2,6-

diyl)bis(thioxylium) 

 

Page 784, P-73.5.1.2, このページの例 2     

1,4-フェニレンビス(ジオキソ-λ6-スルファニリウム) (PIN)             

1,4-phenylenebis(dioxo-λ6-sulfanylium) (PIN)    

→ (1,4-フェニレン)ビス(ジオキソ-λ6-スルファニリウム) (PIN)            

(1,4-phenylene)bis(dioxo-λ6-sulfanylium) (PIN)   

 

Page 786, P-73.6, このページの２番目の例                           

ジメチルアザニウムイリデン(優先接頭) dimethylazaniumylidene (優先接頭)   

→  N-メチルメタンアミニウムイリデン(優先接頭) N-methylmethanaminiumylidene (優

先接頭)   

 

Page 786, P-73.7, 1 行目        

P-73.7.1 母体カチオンは，明確に決まるまで…  

→ 母体カチオンは，明確に決まるまで… 

 

Page 786, P-73.7 (a), 例                         

[3-(1,2-ジアミニウムイルプロパン-2-イル)ピペリジン-1-イウム  3-(1,2-

diaminiumylpropan-2-yl)piperidin-1-ium ではない; bis(aminium)は piperidinium に

優先する]                               

を追加する. 

 

Page 786, P-73.7 (b), 例   

[(1,5-ジメチルシクロヘキサ-4-エン-1-イリウム-3-イリデン)(メチル)オキシダニ

ウム  (1,5-dimethylcyclohex-4-en-1-ylium-3-ylidene)(methyl)oxidanium ではない; 

ylium は ium に優先する]                         

を追加する. 

 

Page 786, P-73.7(c), 囲み, 1行目                              

RC-81.3.3.2 (参考文献 3)  → RC-82.5.8.4 (参考文献 3) 

 

Page 786, P-73.7 (c), 例 1   

{ジメチル[6-(トリメチルホスファニウムイル)ヘキシル]スルファニウム  

dimethyl[6-(trimethylphosphaniumyl)hexyl]sulfanium ではない; P > S}      

を追加する. 
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Page 786, P-73.7 (c), 例 2   

{ジメチル[6-(トリメチルアザニウムイル)ヘキシル]スルファニウム  dimethyl[6-

(trimethylphosphaniumyl)hexyl]sulfanium ではない; N > S}           

を追加する. 

 

Page 786, P-73.7 (d), 1～2 行目                      

さらに選択が必要ならば，P-1～P-6 に記述されている原則，規則，慣用に従っ

て一般的な基準を当てはめる.   

→ さらに選択が必要ならば，対応する接尾語(表 4.4 参照)，化合物種類(P-41

参照)および母体構造(P-44 参照)についての優先順位を用いる. 

 

Page 787, P-73.7 (d) 例 1    

(最長鎖が優先)                            

を追加する. 

 

Page 787, P-73.7 (d) 例 2    

(amidium は aminium に優先する)                            

を追加する. 

 

Page 788, P-74.1.1, 例 4   

6,6-ジヒドロキシ-6,11-ジヒドロ-5λ5-ベンゾイミダゾロ[1,2-b][2,1]ベンゾアザボ

ロール-5-イリウム-6-ウイド (PIN)   

6,6-dihydroxy-6,11-dihydro-5λ5-benzimidazolo[1,2-b][2,1]benzazaborol-5-ylium-6-

uide  (PIN)   

→ 6,6-ジヒドロキシ-6,11-ジヒドロ-5λ5-ベンゾイミダゾロ[1,2-b][2,1]ベンゾア

ザボロール-5-イリウム-6-ウイド  

6,6-dihydroxy-6,11-dihydro-5λ5-benzimidazolo[1,2-b][2,1]benzazaborol-5-ylium-6-

uide 

 

6,6-ジヒドロキシ-6,11-ジヒドロ-5λ5-[1,3]ベンゾイミダゾロ[1,2-b][2,1]ベンゾア

ザボロール-5-イリウム-6-ウイド (PIN) 6,6-dihydroxy-6,11-dihydro-5λ5-

[1,3]benzimidazolo[1,2-b][2,1]benzazaborol-5-ylium-6-uide (PIN)                                

を追加する． 

 

Page 789, P-74.1.1, このページの例 1 の注記       

…本構造の名称については, P-68.1.6.1.1 参照.   

→  …本構造の名称については, P-68.1.6.2 参照. 

 

Page 789, P-74.1.3, 例 2        

(トリメチルアザニウムイル)アセタート (PIN)  (trimethylazaniumyl)acetate (PIN)  
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→  (N,N-ジメチルメタンアミニウムイル)アセタート (PIN)  (N,N-

dimethylmethanaminiumyl)acetate (PIN) 

 

Page 790, P-74.1.3, このページの例 1        

メチル{[(メチルアザニウムイル)ボラヌイドイル]アザニウムイル}ボラヌイド 

(PIN)  methyl{[(methylazaniumyl)boranuidyl]azaniumyl}boranuide (PIN)   

→  メチル{[(メタンアミニウムイル)ボラヌイドイル]アザニウムイル}ボラヌイ

ド (PIN)  methyl{[(methanaminiumyl)]boranuidyl]azaniumyl}boranuide (PIN) 

 

[1-メチル-3-(メチルアザニウムイル)ジボラザン-2-イウム-1,3-ジイド  1-methyl-

3-(methylazaniumyl)diborazan-2-ium-1,3-diide ではない．… ]   

→ [1-メチル-3-(メタンアミニウムイル)ジボラザン-2-イウム-1,3-ジイド 1-

methyl-3-(methanaminiumyl)diborazan-2-ium-1,3-diide ではない．… ] 

 

Page 790, P-74.2.1.1, 5 行目             

…通常，非荷電構造 RmX=YR で示す．  

→ …通常，非荷電構造 RmX=YRn で示す． 

 

Page 790, P-74.2.1.1.1, 例        

2-(トリメチルアザニウムイル)プロパン-2-イド (PIN)   

2-(trimethylazaniumyl)propan-2-ide (PIN)   

→ 2-(N,N-ジメチルメタンアミニウムイル)プロパン-2-イド (PIN)   

2-(N,N-dimethylmethanaminiumyl)propan-2-ide (PIN) 

 

Page 791, P-74.2.1.1.2, 例(2)      

イソプロピリデン(トリメチル)ホスホラン  isopropylidene(trimethyl)phosphorane  

→ イソプロピリデントリ(メチル)ホスホラン

isopropylidenetri(methyl)phosphorane    

 

Page 791, P-74.2.1.2, 2 行目       

…それぞれ一般構造式 R3N
+–O– および R2=N+–O–をもっている．  

→ …それぞれ一般構造式 R3N
+–O– および R2C=N+(R)–O–をもっている． 

 

Page 794, P-74.2.2.1.3, 例           

2-[メチル(プロパン-2-イリデン)アザニウムイル]プロパン-2-イド (PIN)   

2-[methyl(propan-2-ylidene)azaniumyl]propan-2-ide (PIN)   

→ 2-(N-メチルプロパン-2-イミニウムイル)プロパン-2-イド  

2-(N-methylpropan-2-iminiumyl)propan-2-ide (PIN) 
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Page 796, P-74.2.2.2.1.3, 例         

2-(エチリジンアザニウムイル)プロパン-2-イド (PIN)  

2-(ethylidyneazaniumyl)propan-2-ide (PIN)   

→ 2-(アセトニトリリウムイル)プロパン-2-イド (PIN)  

2-(acetonitriliumyl)propan-2-ide (PIN) 

 

Page 799, P-75.2.3, 例 1                

(トリエチルアザニウムイル)ボラヌイドイル (PIN)  

(triethylazaniumyl)boranuidyl (PIN)   

→ (N,N-ジエチルエタンアミニウムイル)ボラヌイドイル (PIN)   

(N,N-diethylethanaminiumyl)boranuidyl (PIN)   

 

Page 801, P-76.1         

P-76.1 例示と名称                                                   

を削除する． 

 

Page 802, P-77.1.2, 例        

構造式の [  ] を削除する． 

Page 810, P-82.2.5, 例 1      

アセト(2H1)アミド acet(2H1)amide                               

を削除する. 

Page 814, P-82.6.3.1, 例 2                                                  

L-(アミジノ-14C,N′-15N)アルギニン  L-(amidino-14C,N′-15N)arginine  

→  [L-(アミジノ-14C,N′-15N)アルギニン  L-(amidino-14C,N′-15N)arginine ではな

い] 

Page 814, P-82.6.2, 例 3    

D-(O2-2H)グリセル(2H)アルデヒド  D-(O2-2H)glycer(2H)aldehyde         

を削除する. 

Page 814, P-82.6.3.2    

P-82.6.3.2 を P-82.6.3.3 に修正し, P-82.6.3.1 の後に以下の新たな P-82.6.3.2 を追

加する．                               

P-82.6.3.2 核種が保存名の番号付けできない位置にある場合は, PIN には当該原

子を別の方法で同定できる体系名を用いる．GIN では，その位置を示すために

イタリックの接頭語またはギリシャ文字を用いてもよい．日本語名ではイタリ

ックとしない.  
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ベンゼン(13C)カルボニトリル(PIN)  benzene(13C)carbonitrile (PIN) 

(シアノ-13C)ベンゾニトリル (cyano-13C)benzonitrile              

 

benzene(13C)carboxylic acid (PIN) ベンゼン(13C)カルボン酸 (PIN) 

(carboxyl-13C)benzoic acid  (カルボキシル-13C)安息香酸 

 

[ベンゼン[14C]カルボニル]ホスホン酸 (PIN) 

 [benzene[14C]carbonyl]phosphonic acid (PIN) 

[フェニル[14C]カルボニル]ホスホン酸 [phenyl[14C]carbonyl]phosphonic acid 

[カルボニル-14C]ベンゾイルホスホン酸 [carbonyl-14C]benzoylphosphonic acid 

 

[フェニル(13C)メチル]ヒドラジン (PIN)  [phenyl(13C)methyl]hydrazine (PIN) 

[(α-13C)ベンジル]ヒドラジン  [(α-13C)benzyl]hydrazine 

Page 817, P-83.1.2.2, 例 3                         

2020年 8月 3日付正誤表への追加修正 

(ベンゼン-1,3,5-[1,5-13C2,1,3-18O2]トリカルボン酸 benzene-1,3,5-[1,5-13C2,1,3-
18O2]tricarboxylic acid ではない)   

→ (ベンゼン-1,3,5-[1,3-13C2,1,5-18O2]トリカルボン酸 benzene-1,3,5-[1,3-13C2,1,5-
18O2]tricarboxylic acid ではない)   

  

Page 817, P-83.1.2.2, 例 9    

...(P-82.6.3.2 参照) → ...(P-82.6.3.3 参照)  

 



69 

 

Page 825, P-91.2.1.2.1, タイトル                       

優先立体表示記号として使われる立体表示記号と GIN で使われる立体表示記号 

→ 置換命名法で使われる立体表示記号 

              

Page 825, P-91.2.1.2.1, (a) (i), 2 行目                       

クムレン R1R2C[=C=]nCR3R4 →  クムレン R1R2C=[C=]nCR3R 
                           

 

Page 825, P-91.2.1.2.1, (c), 1 行目                                    

(c) 系統的な置換命名法では廃止するが，天然物の命名法(P-10)では使ってもよ

い立体表示記号  

→ P-91.2.1.2.2 天然物の命名法(P-10)では使用される立体表示記号  

                                    

Pages 825, P-91.2.1.2.1, 最後の 6 行                   

PIN では，P-91.3 に示すように，…の代わりに使う．  を(b)項の後ろに移動

する．                           

 

Page 826, P-91.2.2, 5～6 行目                       

たとえば 1,3,5,7-シクロオクタテトラエン 1,3,5,7-cyclooctatetraene では必要な

い．  

→ たとえばシクロオクタ-1,3,5,7-テトラエン cycloocta-1,3,5,7-tetraene では必要

ない．  

                            

Page 829, P-92.1.2.1.2, 2 行目                                              

このとき，どちらの側から見るかが重要である（参考文献 36, 2.5.2）．  

→ このとき，どちらの側から見るかは重要ではない（参考文献 36, 2.5.2）． 

  

Page 832, P-92.1.3.4 (b) (i)                                             

‘RR’, ‘SS ’, ‘MM ’, ‘PP ’, RM ’, ‘SP’, ‘seqCis/seqCis’, ‘seqTrans/seqTrans’, ‘RseqCis’, 

‘SseqTrans’, ‘MseqCis’, ‘PseqTrans’など   

→  ‘R-R’, ‘S-S ’, ‘M-M ’, ‘P-P ’, R-M ’, ‘S-P’, ‘seqCis-seqCis’, ‘seqTrans-seqTrans’, 

‘R-seqCis’, ‘S-seqTrans’, ‘M-seqCis’, ‘P-seqTrans’など  

                                                   

Page 832, P-92.1.3.4 (b) (ii)      

‘RS’, ‘MP’, ‘RP’, ‘SM’, ‘seqCis/seqTrans’, ‘RseqTrans’, ‘SseqCis’, ‘PseqCis’, 

‘MseqTrans’ など   

→   ‘R-S’, ‘M-P’, ‘R-P’, ‘S-M’, ‘seqCis-seqTrans’, ‘R-seqTrans’, ‘S-seqCis’, ‘P-

seqCis’, ‘M-seqTrans’ など   

                                                     

Page 843, P-92.2.1.3, 例 3 の説明の 2 行目    

... C3 の枝の結合原子は C,H,H である．  
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→ … C3 の枝の結合原子は C,C,H である． 

 

Page 847, P-92.4.2.2, 例 1                             

1,3-ジ[(1E)-エチリデン]シクロブタン 1,3-di[(1E)-ethylidene]cyclobutane  

→ 1,3-ジ[(E)-エチリデン]シクロブタン 1,3-di[(E)-ethylidene]cyclobutane     

 

Page 849, P-92.5.1, 最初の有向グラフの下の説明               

最初の簡略有向グラフ：上記で決定した C2, C3, C6, C8 と C10 の立体配置を導

入することにより修正   

→ 簡略有向グラフ                 

 

Page 849, P-92.5.1, 2 番目の有向グラフの下の説明                             

さらに簡略化されたグラフ：C4 の立体配置を決定するために必要な関連情報を

表示  

→ 最初の簡略有向グラフ：上記で決定した C2, C3, C6, C8 と C10 の立体配置

を導入することにより修正 

                    

Page 849, P-92.5.1, 3 番目の有向グラフ                    

さらに簡略化されたグラフ：C4 の立体配置を決定するために必要な関連情報を

表示                                 

を 3 番目の有向グラフの下の説明として追加する．                                

 

Page 849, P-92.5.1, 最後の簡略されたグラフの下の文章                    

最後の簡略有向グラフ：ステレオジェン単位 C4 の…  

→ 説明：最後の簡略有向グラフはステレオジェン単位 C4 の…  

           

Page 850, P-92.5.2.1, このページの 2 行目                  

…R または S で表示する（有向グラフのどの分枝点にも関連していない）．                

→  …R または S で表示する（有向グラフのどの分枝点にも関連していない．

太字で示す）． 

                             

Page 852, P-92.5.2.2, 例 3, 説明, 2～3 行目                  

…独自の補助記号の使い方を図示する．  

→  …独自の補助記号 R0 と S0 の使い方を図示する．                             

 

Page 852, P-92.5.2.2, 例 3, 説明, 3 行目                  

最初の段階では，補助表示記号（R0 と S0）を示す有向グラフをつくる．次に，

Mata…  

 →  最初の段階では，ここで C-1 について例示する補助表示記号（R0 と S0）

を示す有向グラフをつくる．この有向グラフについて全ての分枝点での補助表
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示記号を決める．例えば，分枝点 C-6 では Cl > C-1 > C-5 > H なので，その補助

表示記号は R0 である．次に，Mata…                                  

 

Page 855, P-92.5.2.2, 例 6    

(2R)-2-{ビス[(1R)-1-ヒドロキシエチル]アミノ}{[(1R)-1-ヒドロキシエチル]-2-

[(1S)-1-ヒドロキシエチル]アミノ}酢酸 (PIN)  (2R)-2-{bis[(1R)-1-

hydroxyethyl]amino}{[(1R)-1-hydroxyethyl]-2-[(1S)-1-hydroxyethyl]amino}acetic acid 

(PIN)   

→ (R)-{ビス[(1R)-1-ヒドロキシエチル]アミノ}{[(1R)-1-ヒドロキシエチ

ル][(1S)-1-ヒドロキシエチル]アミノ}酢酸 (PIN)  (R)-{bis[(1R)-1-

hydroxyethyl]amino}{[(1R)-1-hydroxyethyl][(1S)-1-hydroxyethyl]amino}acetic acid 

(PIN) 

 

Page 855, P-92.5.2.2, 例 6, 説明, 1 行目                  

枝 A では，両方の表示記号(R と S)…  

→  枝 A では，両方の表示記号(R と S)…  （R と S を太字とする） 

 

Page 855, P-92.5.3, 例, 構造式の下の文章 1～3 行目             

説明：順位規則 4a と…を小さい位置番号 3 とする．          

 C2 と C6 の立体配置は，順位規則 1 を適用すると R と決まる．  

→ 注記：順位規則 4a と…を小さい位置番号 3 とする．          

説明：C2 と C6 の立体配置は，順位規則 1 を適用すると R と決まる．                      

 

Page 856, P-92.6, タイトル                                              

順位規則 5: … seqCis は seqTrans に優先する  

→ 順位規則 5: … seqCis は seqTrans に優先する（補助表示記号についても

同様）       

 

Page 857, P-92.6, 例 6                                  

(1s)-1-{[(1R,2R)-1,2-ジクロロプロピル][(1S,2R)-1,2-ジクロロプロピル]アミノ}-1-

{[(1R,2S)-1,2-ジクロロプロピル][(1S,2S)-1,2-ジクロロプロピル]アミノ}メタン-1-

オール 

 (1s)-1-{[(1R,2R)-1,2-dichloropropyl][(1S,2R)-1,2-dichloropropyl]amino}-1-{[(1R,2S)-

1,2-dichloropropyl][(1S,2S)-1,2-dichloropropyl]amino}methan-1-ol 

→  (s)-{[(1R,2R)-1,2-ジクロロプロピル][(1S,2R)-1,2-ジクロロプロピル]アミ

ノ}{[(1R,2S)-1,2-ジクロロプロピル][(1S,2S)-1,2-ジクロロプロピル]アミノ}メタ

ノール  

 (s)-{[(1R,2R)-1,2-dichloropropyl][(1S,2R)-1,2-dichloropropyl]amino}{[(1R,2S)-1,2-

dichloropropyl][(1S,2S)-1,2-dichloropropyl]amino}methanol                  
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Page 858, P-92.6, 例 6, 12～13 行目                    

…枝 B 中の最高序列の分枝点は S である．  

→ …枝 B 中の最高序列の分枝点 14 は S である．                             

 

Page 858, P-92.6, 例 6, [枝 B]の下から 3 行目および 2 行目                

8-S (最初の異なる点)  → 14-S (最初の異なる点)                  

14-S  → 8-S                             

 

Page 862, P-93.2.2, 例 1                                 

構造式の角括弧を削除する．     

(R)-[N-ベンジル-N-メチル-N-(プロパ-2-エン-1-イル)アニリニウム]＝ブロミド 

(PIN)  (R)-[N-benzyl-N-methyl-N-(prop-2-en-1-yl)anilinium] bromide (PIN)   

→ (R)-N-benzyl-N-methyl-N-(prop-2-en-1-yl)anilinium bromide (PIN)  (R)-N-ベン

ジル-N-メチル-N-(プロパ-2-エン-1-イル)アニリニウム＝ブロミド(PIN) 

 

(R)-[N-ベンジル-N-メチル-N-(プロパ-2-エン-1-イル)ベンゼンアミニウム]ブロミ

ド  (R)-[N-benzyl-N-methyl-N-(prop-2-en-1-yl)benzenaminium] bromide    

→  (R)-N-ベンジル-N-メチル-N-(プロパ-2-エン-1-イル)ベンゼンアミニウムブロ

ミド(R)-N-benzyl-N-methyl-N-(prop-2-en-1-yl)benzenaminium bromide 

 

(R)-[ベンジル(メチル)フェニル(プロパ-2-エン-1-イル)アザニウム]ブロミド  

(R)-[benzyl(methyl)phenyl(prop-2-en-1-yl)azanium] bromide   

→ (R)-ベンジル(メチル)(フェニル)(プロパ-2-エン-1-イル)アザニウムブロミド 

(R)-benzyl(methyl)(phenyl)(prop-2-en-1-yl)azanium bromide 

 

(R)-[ベンジル(メチル)フェニル(プロパ-2-エン-1-イル)アンモニウム]ブロミド 

(R)-[benzyl(methyl)phenyl(prop-2-en-1-yl)ammonium] bromide   

→ (R)-ベンジル(メチル)(フェニル)(プロパ-2-エン-1-イル)アンモニウムブロミ

ド  (R)-benzyl(methyl)(phenyl)(prop-2-en-1-yl)ammonium bromide 

 

Page 862, P-93.2.2, 例 2                                  

構造式の角括弧を削除する．  

 

Page 862, P-93.2.3, 例 1                                           

(S)-(N-エチル-N-メチルアニリニウムイル)オキシダニド          

(S)-(N-ethyl-N-methylaniliniumyl)oxidanide   

→ [(S)-エチル(メチル)(フェニル)アミニウムイル]オキシダニド             

[(S)-ethyl(methyl)(phenyl)aminiumyl]oxidanide  
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[(S)-エチル(メチル)(フェニル)アザニウムイル]オキシダニド  [(S)-

ethyl(methyl)(phenyl)azaniumyl]oxidanide                                  

を追加する． 

 

Page 862, P-93.2.3, 例 2  

(S)-メチル(フェニル)プロピル-λ5-ホスファノン (PIN;  (S)-methyl(phenyl)propyl-

λ5-phosphanone (PIN;   

→ (S)- メチル(フェニル)(プロピル)-λ5-ホスファノン (PIN;  (S)-

methyl(phenyl)(propyl)-λ5-phosphanone (PIN; 

(S)-メチル(フェニル)プロピルホスファンオキシド  

(S)-methyl(phenyl)propylphosphane oxide  

→ メチル(フェニル)(プロピル)-λ5-ホスファンオキシド  

(S)-methyl(phenyl)(propyl)phosphane oxide 

 

Page 863, P-93.2.4, 例 4                          

構造式の角括弧を削除する． 

 

Page 863, P-93.2.5, 例 2                                                

1-メチル-4-{(R)-フェニル[(18O1)メタンスルホニル]}ベンゼン(PIN)   

1-methyl-4-{(R)-phenyl[(18O1)methanesulfonyl]}benzene (PIN)    

→ 1-メチル-4-[(R)-フェニル(18O1)メタンスルホニル]ベンゼン(PIN)             

1-methyl-4-[(R)-phenyl(18O1)methanesulfonyl]benzene (PIN)  

 

Page 864, P-93.3.1, 9 行目                                       

(2) 配置指数 configurational index →  (2) 配置指数 configuration index      

 

Page 869, P-93.3.3.7, 例                         

名称の左にある構造式と説明に記載の構造式を入れ替える．                    

 

Page 870, P-93.3.4.1, 例 4       

(R)-メチル(フェニル)プロピルホスファン (PIN)   

(R)-methyl(phenyl)propylphosphane (PIN)   

→ (R)-メチル(フェニル)(プロピル)ホスファン (PIN)   

(R)-methyl(phenyl)(propyl)phosphane (PIN) 

 

Page 872, P-93.4.1.1, 3 行目                                   

GIN では記号(+)または(-)を用いてもよい．  

→ GIN では記号(±), (+)または (–)を用いてもよい．  
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Page 874, P-93.4.1.3, 説明, 段階 3                     

(P-45.6.4 参照)  → (P-45.6.3 参照)                   

 

Page 876, P-93.4.2.1.3, 例 2     

(Z)-{N-[(4-クロロフェニル)(フェニル)メチリデン]ヒドロキシルアミン} (PIN)          

(Z)-{N-[(4-chlorophenyl)(phenyl)methylidene]hydroxylamine} (PIN)    

→ (Z)-N-[(4-クロロフェニル)(フェニル)メチリデン]ヒドロキシルアミン    

(Z)-N-[(4-chlorophenyl)(phenyl)methylidene]hydroxylamine    

 

(Z)-[(4-クロロフェニル)フェニルメタノンオキシム]                       

(Z)-[(4-chlorophenyl)phenylmethanone oxime]    

→ (Z)-(4-クロロフェニル) (フェニル)メタノンオキシム                 

(Z)-(4-chlorophenyl)(phenyl)methanone oxime    

 

(Z)-N-ヒドロキシ(4-クロロフェニル)(フェニル)メタンイミン (PIN)               

(Z)-N-hydroxy(4-chlorophenyl)(phenyl)methanimine (PIN)                 

を追加する．   

 

Page 877, P-93.4.2.1.3, このページの例 1                          

2020年 8 月 3日付正誤表の修正 

(2E,3Z)-ペンタン-2,3-ジイリデンビス(ヒドロキシルアミン) (PIN)           

(2E,3Z)-pentane-2,3-diylidenebis(hydroxylamine) (PIN)    

→ (2E,3Z)- (ペンタン-2,3-ジイリデン)ビス(ヒドロキシルアミン)          

(2E,3Z)-(pentane-2,3-diylidene)bis(hydroxylamine)  

 

(2E,3Z)-N2,N3-ジヒドロキシペンタン-2,3-ジイミン(PIN) (2E,3Z)-N2,N3-

dihydroxypentane-2,3-diimine (PIN)                              

を追加する． 

 

Page 879, P-93.5.1.1.1, example 2                     

アミジノマイシン amidinomycin                     

を削除する．                              

 

Page 884, P-93.5.1.4.2.1 (1) (b), l 行目                   

立体表示記号は置換基の名称の前に位置番号なしでおき，対応する接頭語の名

称を丸括弧または場合に応じた囲み記号で囲む．  

→ 立体表示記号は置換基の名称の前におき，対応する接頭語の名称を囲み記

号で囲む．                
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Page 884, P-93.5.1.4.2.1 (1), 例 1                     

1-[(E)-ブタン-2-イリデン]-1H-インデン  1-[(E)-butan-2-ylidene]-1H-indene  

→ 1-[(2E)-ブタン-2-イリデン]-1H-インデン 1-[(2E)-butan-2-ylidene]-1H-indene                                      

 

Page 884, P-93.5.1.4.2.1 (2), 3～4 行目                   

この方法は二重結合と環が直線系をつくるときだけ有効である．直線でない系

では方法(a)で表示する．  

→ この方法は反対の位置で置換する 2n 員環でだけ有効である．その他の場

合は方法(a)で表示する．                                    

 

Page 884, P-93.5.1.4.2.1 (2), 例 1                        

1-[(E)-エチリデン]-3-[(Z)-エチリデン]シクロペンタン 1-[(E)-ethylidene]-3-[(Z)-

ethylidene]cyclopentane                          

を追加する．                               

 

Page 885, P-93.5.1.4.2.2, 例 1   

N-[(1seqCis,4R)-4-メチルヘキシリデン]ヒドロキシルアミン (PIN)              

N-[(1seqCis,4R)-4-methylcyclohexylidene]hydroxylamine (PIN)    

→ [(1seqCis,4R)-4-メチルヘキシリデン]ヒドロキシルアミン         

[(1seqCis,4R)-4-methylcyclohexylidene]hydroxylamine  

 

(1seqCis,4R)-N-ヒドロキシ-4-メチルシクロヘキサン-1-イミン(PIN)             

(1seqCis,4R)-N-hydroxy-4-methylcyclohexan-1-imine (PIN)                

を追加する．                                                            

 

Page 886, P-93.5.1.4.2.2, 例 4                                                                                 

(4s,4′s)-4,4′-ジエチル-1,1′-ビ(シクロヘキシリデン) (PIN)  (4s,4′s)-4,4′-diethyl-1,1′-

bi(cyclohexylidene) (PIN)   

→  (4s,4′s)-4,4′-ジエチル-1,1′-ビ(シクロヘキシリデン)  (4s,4′s)-4,4′-diethyl-1,1′-

bi(cyclohexylidene) 

 

[1(1′)E,4s,4′s]-4,4′-ジエチル-1,1′-ビ(シクロヘキシリデン) (PIN)  [1(1′)E,4s,4′s]-

4,4′-diethyl-1,1′-bi(cyclohexylidene) (PIN)                  

を追加する． 

 

Page 888, P-93.5.2.2.1, 例 1                       

rel-(1S,2R,4S,7S)-2-ブロモ-7-フルオロビシクロ[2.2.1]ヘプタン (PIN)   

rel-(1S,2R,4S,7S)-2-bromo-7-fluorobicyclo[2.2.1]heptane (PIN)   

→ rel-(1R,2S,4R,7R) -2-ブロモ-7-フルオロビシクロ[2.2.1]ヘプタン (PIN)  

rel-(1R,2S,4R,7R)-2-bromo-7-fluorobicyclo[2.2.1]heptane (PIN) 
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構造式の差し替え                           

  

 

Page 890, P-93.5.2.3, 3～4 行目                               

…複合位置番号(P-31.1.1.1 と P-31.1.4.2)を用いる．  

→  …複合位置番号(P-14.3 と P-31.1.4.2)を用いる． 

 

Page 892, P-93.5.3.1, 例 5                                     

構造式の差し替え(位置番号 7′を追加)  

     

 

Page 893, P-93.5.3.2, 例 5                        

2020 年 8 月 3 日付正誤表への追加修正                          

(3R,4s,7S,10s)-テトラオキサテトラスピロ[2.0.24.0.27.0.210.03]ドデカン (PIN)  

(3R,4s,7S,10s)-tetraoxatetraspiro[2.0.24.0.27.0.210.03]dodecane (PIN)   

→ (3R,4r,7S,10s)-1,5,8,11-テトラオキサテトラスピロ[2.0.24.0.27.0.210.03]ドデカ

ン (PIN)  

(3R,4r,7S,10s)-1,5,8,11-tetraoxatetraspiro[2.0.24.0.27.0.210.03]dodecane (PIN)    

 

構造式の差し替え                           

    

 

Page 893, P-93.5.3.2, 例 5, 説明                     

(a), (b), (c) をそれぞれ(c), (a), (b)に変更し，順序を入れ替える．                    

 

Page 893, P-93.5.3.2, 例 5, 説明(b) [以前の(c)]                 

順位規則 5 で定めた R は S に優先する規則を用いて決定する．  

→ 順位規則 5 で定めた R0 は S0 に優先する規則を用いて決定する．                     
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Page 895, P-93.5.3.5, 例 1, 説明の最後                            

これは Xaabb 系である(P-93.5.3.2 参照)．                          

を追加する． 

 

Page 895, P-93.5.4.1, 例 2, 構造式                    

ホスホニウムカチオンに付いている角括弧を削除する．          

 

Page 896, P-93.5.4.1, このページの例 2                 

2020 年 8 月 3 日付正誤表への追加修正                             

(11aM)-1,11-ジニトロ-5,7-ジヒドロジベンゾ[a,c][7]アンヌレン-6-オン (PIN)  

(11aM)-1,11-dinitro-5,7-dihydrodibenzo[a,c][7]annulen-6-one (PIN)   

→ (11aM)-1,11-ジニトロ-5,7-ジヒドロ-6H-ジベンゾ[a,c][7]アンヌレン-6-オン 

(PIN) (11aM)-1,11-dinitro-5,7-dihydro-6H-dibenzo[a,c][7]annulen-6-one (PIN)         

 

Page 899, P-93.5.6.1, 図 9.2, 最初の楕円                  

本質的にキラルな置換様式 → タイプ 2 本質的にキラルな置換様式      

 

Page 899, P-93.5.6.1, 図 9.2, 2番目の楕円                 

非本質的にキラルな置換様式 → タイプ 3 本質的にキラルでない置換様式            

 

Page 899, P-93.5.6.1, 図 9.2, 3番目の楕円                 

アキラルな置換様式：置換ユニットは置換基にのみある  

→ タイプ 4 アキラルな置換様式：ステレオジェン単位は置換基にのみある                        

 

Page 907, P-93.6, 例 6                                              

(2S)-2-{4-[(1E)-2-{(1Z)-2-{4-[(1S)-1-カルボキシエチル]フェニル}エテン-1-イル]

オキシ}エテン-1-イル]フェニル}プロパン酸 (PIN)  (2S)-2-{4-[(1E)-2-{(1Z)-2-{4-

[(1S)-1-carboxyethyl]phenyl}ethen-1-yl]oxy}ethen-1-yl]phenyl}propanoic acid (PIN) 

→  (2S)-2-{4-[(E)-2-{(Z)-2-{4-[(1S)-1-カルボキシエチル]フェニル}エテン-1-イ

ル]オキシ}エテン-1-イル]フェニル}プロパン酸 (PIN)  (2S)-2-{4-[(E)-2-{(Z)-2-

{4-[(1S)-1-carboxyethyl]phenyl}ethen-1-yl]oxy}ethen-1-yl]phenyl}propanoic acid 

(PIN)                                            

 

Page 914, P-101.2.0, 4 行目                        

新規の天然物の構造が完全に決定された時点で，…  

→ 単純な新規天然物はその構造が完全に決定された時点で，…            

 

Page 915, P-101.2.2.6, 1 行目                                             

P-14.7, P-54 および P-58.2 → P-14.7, P-25.7 および P-58.2   



78 

 

 

Page 916, P-101.2.5, 例 1                        

構造式の差し替え                           

    

 

Page 916, P-101.2.6, 2～3 行目                                     

しかし，たとえば，ステロイドにおける 5α は通常ははっきりと示していない

ので，推奨名では明確に示さなければならない．  

→ しかし，たとえば，ステロイドの 5 位のように立体化学が問題となる場合

は α, β あるいは ξ により明確に示さなければならない．                       

 

Page 922, P-101.3.2.2.1, 例 2                                 

（…側鎖の伸長は認められない）  

→ （…側鎖のアルキル置換は認められない）                             

 

Page 926, P-101.3.5.2, 例 1（最初の構造式）       

  

 

Page 926, P-101.3.5.2, 例 1（2番目の構造式）                        

構造式の差し替え                              

    

 

Page 928, P-101.3.7.1, このページの例 2                 

10(11)a-ホモ-9-ノルエルゴリン 10(11)a-homo-9-norergoline  

→ 10(11)a-ホモ-9-ノルエルゴリン（推奨名） 10(11)a-homo-9-norergolin（推

奨名）               



79 

 

 

Page 928, P-101.3.7.2, 7 行目                               

推奨半体系的名称は，接頭語 cyclo, seco, homo, nor のうち…  

→ 推奨半体系的名称は，接頭語 cyclo, seco, apo, homo, nor のうち…       

 

Page 941, P-101.7.1.2, 例 6                       

7β-アミノ-3-メチル-2,3-ジデヒドロセファム-2-カルボン酸  7β-amino-3-methyl-

2,3-didehydrocepham-2-carboxylic acid  

→ 7β-アミノ-3-メチル-3,4-ジデヒドロセファム-4-カルボン酸 7β-amino-3-

methyl-3,4-didehydrocepham-4-carboxylic acid 

 

構造式の差し替え                           

    

 

Page 963, P-102.5.6.2.1, 3 行目                      

詳細な議論は，参考文献 23 を参照…  

→ 詳細な議論は，参考文献 27 を参照…                                                                  

 

Page 965, P-102.5.6.4 (1), 1～2 行目                               

2-アセトアミド (あるいは 2-ブチルアミノ)-2-デオキシ-D-グルコース  2-

acetamido (あるいは 2-butylamino)-2-deoxy-D-glucose   

→  2-アセトアミド-2-デオキシ-D-グルコース 2-acetamido-2-deoxy-D-glucose あ

るいは 2-(ブチルアミノ)-2-デオキシ-D-グルコース 2-(butylamino)-2-deoxy-D-

glucose                                          

 

Page 974, P-102. 6.1.2, このページの例 1                           

構造式中の位置番号 23 と 24 を入れ替える．                          

 

Page 987, P-103.2.4.1, 3～4 行目                      

アミノ酸であるアラニンを 2-アンモニウムイルプロパノアート 2-

ammoniumylpropanoate または 2-アンモニオプロパノアート 2-ammoniopropanoate

とするよりは…   

→ アミノ酸であるアラニンを 2-アザニウムイルプロパノアート 2-

azaniumylpropanoate，2-アンモニウムイルプロパノアート 2-

ammoniumylpropanoate または 2-アンモニオプロパノアート 2-ammoniopropanoate

とするよりは…                             
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Page 988, P-103.2.4.3.1, 例 2                       

グルタミン酸ナトリウム(1–) sodium glutamate(1–)   

→  グルタミン酸ナトリウム sodium glutamate                                                  

 

Page 990, P-103.2.7, このページの例 5                    

2-アミノ-1-N-フェニルアセトアミド  2-amino-1-N-phenylacetamide   

→  2-アミノ- N1-フェニルアセトアミド 2-amino-N1-phenylacetamide                        

 

Page 991, P-103.3.1, 4 行目                        

すなわち，天然のアミノ酸（表 10.4 参照）に見られる…  

→ すなわち，一般的なアミノ酸（表 10.4 参照）に見られる…  

 

Page 997, P-104.3.1, 5 行目                        

体系名は対応するイノシトール名称と異なる番号付けをされることがある（例

2，例 5 を参照）．                           

を 5 行目の最後に追加する．                          

 

Page 998, P-104.3.1, 例 5                         

2-メチル-myo-イノシトール 2-methyl-myo-inositol  

→ 2-C-メチル-myo-イノシトール 2-C-methyl-myo-inositol                        

 

Page 998, P-104.3.1, 例 6                                

左側の構造式および化合物番号(I), (II)を削除する．                       

 

(I) 2-カルボキシ-2-デオキシ-myo-イノシトール 2-carboxy-2-deoxy-myo-inositol 

→ [2-カルボキシ-2-デオキシ-myo-イノシトール 2-carboxy-2-deoxy-myo-inositol

ではない（COOH は OH に優先する) ]   

 

Page 1000, P-105.2.1, 例 5                        

N-(2-ヒドロキシ)-5′-S-メチル-5′-チオグアノシン N-(2-hydroxyethyl)-5′-S-methyl-

5′-thioguanosine  

→ N2-(2-ヒドロキシ)-5′-S-メチル-5′-チオグアノシン N2-(2-hydroxyethyl)-5′-S-

methyl-5′-thioguanosine                 

 

Page 1008, P-107.3.4, 例                                  

構造式の角括弧を削除する．  

 

Page 1013, 参考文献 16)                        

…Steroids (Recommendations 1989)’, 192-246.   
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→ …Steroids (Recommendations 1989)’, 192-246, Pure Appl. Chem., 61, 1783-1822 

(1989).                

 

Page 1013, 参考文献 17)                                                   

…Tetrapyrroles (Recommendations 1986)’, 278-329.   

→ …Tetrapyrroles (Recommendations 1986)’, 278-329, Pure Appl. Chem., 59, 779-

832 (1987).            

 

Page 1013, 参考文献 18)   

…Peptides (Recommendations 1983)’, 39-69.                  

→  …Peptides (Recommendations 1983)’, 39-69, Pure Appl. Chem., 56, 595-624 

(1984).                         

 

Page 1013, 参考文献 23), 2 行目                                 

Compendium of Chemical Technology                                      

→   Compendium of Chemical Terminology 

 

Page 1014, 参考文献 39）                                                                

…Cyclitols (Recommendations 1973)’, 149-155.  → …Cyclitols 

(Recommendations 1973)’, 149-155, Pure Appl. Chem., 37, 283-297 (1974).              

 

Page 1014, 参考文献 40）                                           

…Carotenoids (1970) and Amendments (1973)’, 226-238…   

→  Carotenoids (1970) and Amendments (1973)’, 226-238, Pure Appl. Chem., 41, 

405-431 (1975).                   

 

Page 1014, 参考文献 44）                                            

 ...Compounds (Recommendations 1981), 239-241.  →  ...Compounds 

(Recommendations 1981), 239-241, Pure Appl. Chem., 54, 1507-1510 (1982).                                                                      

 

Page 1014，参考文献 45） 

…Corrinoids (Recommendations 1973)’, 272-277.   

→  …Corrinoids (Recommendations 1973)’, 272-277, Pure Appl. Chem., 48, 495-502 

(1976).                    

 

Page 1014，参考文献 47）                                                                  

…Constituents (Recommendations 1970)’, 109-114.  →   
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…Constituents (Recommendations 1970)’, 109-114, Pure Appl. Chem., 40, 277-290 

(1974).                   

 

Page 1014，参考文献 48） 

…Lipids’ (Recommendations 1976), 180-190.   

→  …Lipids’ (Recommendations 1976), 180-190, Eur. J. Biochem., 79, 11-21 (1977).                                      

 

Page 1016, 付録 1, 欄 3, 28 および 29 行目                            

Na と K の順番を入れ替える．                          

 

Page 1077, 付録 3, アポルフィン aporphine                               

構造式の差し替え                              

  

 

Page 1078, 付録 3, シンコナン cinchonan                                    

シンコナン cinchonan**  →  シンコナン cinchonan                                               

 

Page 1079, 付録 3, エルゴタマン ergotaman      

構造式の差し替え 

    

 

Page 1079, 付録 3, コプサン kopsan                             

構造式の差し替え                             
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Page 1080, 付録 3, ヌファリジン nupharidine                             

構造式の差し替え                           

    

 

Page 1080, 付録 3, ロジアシン rodiasine                             

構造式の差し替え                            

    

 

Page 1081, 付録 3, スピロソラン spirosolane                               

スピロソラン spirosolane** →  スピロソラン spirosolane†1          

†1 この構造の CAS 名称では C-22 でのキラリティ中心を示す必要がある．                                

を脚注として追加する．                          

 

Page 1081, 付録 3, トロパン tropane                 

1αH,5αH-トロパン 1αH,5αH-tropane**  

→ トロパン tropane**                   

 

Page 1081, 付録 3, ベラトラマン veratraman                 

ベラトラマン veratraman → ベラトラマン  veratraman**                                 
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Page 1081, 付録 3, ビンカン vincane                    

ビンカン vincane** → ビンカン vincane†2 

†2 この構造の CAS 名称はエブルナメニン eburnamenine に基づく．     

を追加する．                                                         

 

Page 1082, 付録 3, ボバサン vobasan                    

構造式の差し替え                           

   

 

Page 1082, 付録 3, ボブツシン vobtusine                          

構造式の差し替え                            

  

 

Page 1083, 付録 3, プレグナン pregnane                          

構造式の差し替え                             
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Page 1083, 付録 3, スピロスタン spirostan                  

スピロスタン spirostan → スピロスタン  spirostan†3                                   

†3 この構造の CAS 名称では C-22 でのキラリティ中心を特定する必要があ

る．                                 

を追加する．  

 

Page 1083, 付録 3, アリストラン aristolane                  

アリストラン aristolane → アリストラン  aristolane**                                      

 

Page 1083, 付録 3, ベイエラン beyerane                              

ベイエラン  beyerane** → ベイエラン  beyerane†4              

†4 この構造の CAS 名称はカウランに基づく．                                 

を追加する．                                                          

 

Page 1085, 付録 3, ダンマラン dammarane                            

構造式の差し替え                            

    

 

Page 1085, 付録 3, ジバン gibbane                      

構造式の差し替え                            
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Page 1087, 付録 3, リグナン lignane                     

リグナン lignane → リグナン  lignane**                              

 

Page 1087, 付録 3, 3,3′-ネオリグナン 3,3′-neolignane                             

3,3′-ネオリグナン 3,3′-neolignane → 3,3′-ネオリグナン  3,3′-neolignane**                      

 

Page 1088, 付録 3, ポルフィリン porphyrin                     

ポルフィリン porphyrin†1 → 21H,23H-ポルフィリン  21H,23H-porphyrin†1    


